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・メンバーズカードが発行され、公式競技参加の資格が与えられます。
・会費の一部が傷害保険の保険料に充当され、セーリングの事故による死亡、後遺障害に適用されます。
・JSAFの会報誌「J－SAILING」が送付されます。（高校・ジュニアを除く）
・各種講習会などに参加でき、資格を取得する際の条件に適用されます。
・「J－SAILING」をはじめ、所属する加盟団体からもセーリングに関する各種行事やレース日程などの情報が提供されます。

加入、更新手続きの詳細は各加盟団体にお問い合せください。
http://www.jsaf .or . jp/dantai/

JSAFのメンバーになれば

今年を振り返り

JSAFからのメッセージ

　

本
年
４
月
１
日
に
公
益
財
団
法
人
日
本
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
16
日
定
時
評
議
員
会
を
開
催
し
て
役
員
の
選
任
と
決
算
報
告
が
承
認
さ
れ
、
新
た
な
体
制
が

確
立
さ
れ
ま
し
た
。
３
年
に
及
ぶ
移
行
申
請
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
努
力
が
実
を
結
ん
だ
結
果
で
す
。

　

ま
た
世
界
に
羽
ば
た
く
ユ
ー
ス
世
代
を
育
成
す
る
た
め
２
年
余
り
熱
心
な
議
論
が
行
わ
れ
、次
世
代

ユ
ー
ス
制
式
艇
種
と
し
て
４
２
０
級
と
レ
ー
ザ
ー
級
を
選
定
し
、
高
体
連
や
都
道
府
県
連
と
協
調
し

な
が
ら
普
及
発
展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
４
２
０
艇
購
入
の
た
め
の
寄
附
を
集
め
、
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
が
新

古
艇
を
購
入
し
、
半
額
で
希
望
す
る
県
連
に
納
入
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
体
連
や
国
体
委
員
会
と

と
も
に
２
０
１
５
年
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
及
び
和
歌
山
国
体
か
ら
の
導
入
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
メ
ダ
ル
を
目
指
し
て
戦
い
ま
し
た
が
か
な
わ
ず
、
残
念
な
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
本
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
総
括
も
踏
ま
え
、
新
委
員
長
の
も
と
今
後
の
選
手
強
化
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
２
０
１
６
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
カ
イ
ト
ボ
ー
ド

の
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、
11
月
開
催
の
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
年
次
総
会
で
は
日
本
か
ら
の
働
き
か
け
も
あ
り
、

従
来
の
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
RS
：
Ｘ
級
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
地
は
、
来
年
９
月
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
で
決
定
さ
れ
ま
す
が
、
東
京
開
催
に
向
け
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
招
致
委
員
会
も
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
春
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
助
成
金
及
び
Ｊ
Ｏ
Ｃ
コ
ー
チ
へ
の
補
助
金
に

関
す
る
寄
附
金
が
不
適
切
で
あ
っ
た
と
の
裁
定
を
受
け
、
該
当
す
る
金
額
を
返
還
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
再
発
防
止
と
改
善
の
対
応
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
全
国
各
地
の
団
体
及
び
セ
ー
ラ
ー
か
ら
多
く
の
支
援
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
今
夏
、
宮
古
商
業
の
高
校
生
６
名
を
米
国
に
派
遣
し
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
ヨ
ッ
ト
ク

ラ
ブ
と
交
流
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
大
学
ヨ
ッ
ト
部
の
卒
業
生
が
教
職
試
験
に
合
格
し
、
来
年
度
よ
り
和
歌
山
・
京
都
・

愛
媛
・
茨
城
の
公
立
高
校
に
就
職
す
る
予
定
で
す
。
我
々
も
こ
の
よ
う
な
活
動
を
支
援
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

  

メ
ン
バ
ー
の
み
な
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ど
う
ぞ
よ
い
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。
来
年
が

素
晴
ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
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同
志
社
大

総
合
優
勝
！！

波
乱
の
琵
琶
湖

　

琵
琶
湖
は
吹
か
な
い
。
そ
の
前
評
判
を
覆
す

強
風
で
大
会
は
幕
を
開
け
た
。

　

日
本
海
か
ら
太
平
洋
へ
抜
け
る
前
線
の
影
響

を
受
け
、
第
２
レ
ー
ス
が
始
ま
る
頃
に
は
10

メ
ー
ト
ル
以
上
の
南
西
風
が
選
手
を
襲
っ
た
。

　

こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
レ
ー
ス
委
員
会
は

ス
ナ
イ
プ
級
第
２
レ
ー
ス
を
キ
ャ
ン
セ
ル
。

４
7
０
級
の
レ
ー
ス
は
進
行
し
て
い
た
が
、

ト
ッ
プ
艇
が
最
終
マ
ー
ク
を
ま
わ
る
と
こ
ろ
で

ノ
ー
レ
ー
ス
と
な
り
、
全
艇
ハ
ー
バ
ー
バ
ッ
ク

に
。
い
く
つ
か
の
ボ
ー
ト
は
デ
ィ
ス
マ
ス
ト
、

リ
グ
・
セ
ー
ル
破
損
な
ど
の
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル

を
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

水
深
の
浅
い
琵
琶
湖
で
沈
を
す
る
と
、
マ
ス

ト
が
底
部
に
刺
さ
り
、
抜
け
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
沈
艇
が
そ
の
ま
ま
動
け
な
く
な
り
、
レ
ス

キ
ュ
ー
ボ
ー
ト
に
救
助
さ
れ
る
場
面
も
見
ら
れ

た
。
大
会
運
営
に
よ
れ
ば
、
マ
ス
ト
破
損
は
15

本
、
艤
装
品
の
交
換
は
40
件
あ
っ
た
と
の
こ
と

だ
。

　

大
会
２
日
目
以
降
は
、
い
か
に
も
琵
琶
湖
ら

し
い
気
ま
ぐ
れ
な
風
に
悩
ま
さ
れ
た
。
山
間
か

ら
吹
き
降
ろ
す
ブ
ロ
ー
は
海
面
の
有
利
、
不
利

を
明
確
に
分
け
る
こ
と
に
な
り
、
時
に
は
ま
っ

４
７
０
級
優
勝
は

日
経
大

11
月
１
～
４
日
、
滋
賀
県
大
津
市
柳
が
崎
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
で

「
第
77
回
全
日
本
学
生
ヨ
ッ
ト
選
手
権
」
が
開
催
さ
れ
た
。

第
１
回
大
会
が
開
催
さ
れ
た
の
は

昭
和
８
年
（
1
9
3
3
年
）
の
こ
と
。

全
日
本
イ
ン
カ
レ
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
歴
史
あ
る
大
会
に
、

全
国
水
域
予
選
を
勝
ち
抜
い
た

4
7
0
級
24
校
72
艇
、
ス
ナ
イ
プ
級
24
校
72
艇
が
出
場
。

大
学
ヨ
ッ
ト
の
頂
点
を
目
指
し
て

４
日
間
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

レ
ポ
ー
ト
と
写
真
／
平
井
淳
一

第
77
回
全
日
本
学
生
ヨ
ッ
ト
選
手
権

470 級でトップ 3 を走る日経大 3 艇
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た
く
風
が
な
く
な
る
こ
と
も
。

　

第
６
レ
ー
ス
の
４
7
０
級
で
は
、
出
場
72
艇

中
52
艇
が
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
で
き
ず
、
ス
ナ
イ
プ

級
は
49
艇
が
Ｄ
Ｎ
Ｆ
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
第
９

レ
ー
ス
の
４
7
０
級
で
は
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
で
き

た
の
が
72
艇
中
７
艇
の
み
。
65
艇
が
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
で
き
な
い
と
い
う
信
じ
ら
れ
な
い
状
況
と

な
っ
た
。

　

こ
れ
を
「
琵
琶
湖
の
風
だ
か
ら
」
で
片
づ
け

て
し
ま
う
に
は
乱
暴
す
ぎ
る
。
大
会
初
日
の
荒

天
救
助
、
出
場
艇
の
9
割
強
の
Ｄ
Ｎ
Ｆ
が
出
る

よ
う
な
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
が
選
手
権
に
ふ
さ
わ
し

い
と
言
え
る
か
ど
う
か
。
日
本
一
を
決
め
る
選

手
権
で
あ
る
。
選
手
に
は
最
高
の
舞
台
で
戦
っ

て
ほ
し
い
し
、
そ
の
舞
台
を
つ
く
り
上
げ
る
運

営
組
織
も
最
大
限
の
力
を
注
ぐ
べ
き
だ
ろ
う
。

大
学
ヨ
ッ
ト
が
抱
え
る
問
題
の
ひ
と
つ
と
し
て

考
え
て
い
き
た
い
。

圧
倒
的
な
日
経
大
の
４
７
０
級

　

い
く
つ
か
の
波
乱
は
あ
っ
た
も
の
の
、
や
は

り
上
位
に
名
を
連
ね
る
の
は
強
豪
校
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
琵
琶
湖
大
会
で
は
、地
の
利
を
生
か

し
た
地
元
大
学
が
活
躍
し
て
き
た
歴
史
が
あ

る
。

　

総
合
優
勝
が
設
け
ら
れ
た
昭
和
52
年

（
１
９
７
７
年
）
以
降
、
琵
琶
湖
で
行
わ
れ
た

全
日
本
イ
ン
カ
レ
で
は
立
命
館
大
、
同
志
社

大
、
京
都
産
業
大
と
い
っ
た
地
元
勢
が
総
合
優

勝
を
遂
げ
、
他
水
域
校
の
総
合
優
勝
記
録
は
な

い
。
琵
琶
湖
以
外
の
大
学
に
は
鬼
門
の
水
域
で

あ
り
、今
回
も
地
元
勢
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
た
。

　

レ
ー
ス
が
始
ま
る
と
４
７
０
級
は
、
日
本
経

済
大
が
驚
異
的
な
ス
コ
ア
で
他
校
を
圧
倒
し

た
。
大
学
ヨ
ッ
ト
の
な
か
で
は
新
参
と
も
い
え

る
日
経
大
は
、
こ
れ
ま
で
９
回
の
出
場
で
６
回

の
ク
ラ
ス
優
勝
を
遂
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
ス

ナ
イ
プ
級
が
活
動
し
て
い
な
い
た
め
総
合
優
勝

に
絡
む
こ
と
は
な
い
。
他
校
は
、
確
実
に
上
位

に
入
る
日
経
大
を
避
け
、
主
力
選
手
を
ス
ナ
イ

プ
級
に
コ
ン
バ
ー
ト
す
る
戦
略
を
と
る
こ
と
も

あ
る
よ
う
だ
。

8 年ぶりの総合優勝を果した同志社大チームのメンバーたち

470 級での強さが目立った日経大チームの面々

スナイプ級で優勝し、総合優勝を飾った同志社大 ( リコール番号 34)
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そ
の
た
め
、
４
７
０
級
は
日
経
大
の
強
さ
が

さ
ら
に
際
立
つ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
第
２
、

３
レ
ー
ス
で
は
、
日
経
大
３
艇
が
１
、２
、３

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
を
決
め
る
な
ど
大
学
生
の
レ
ベ

ル
を
超
え
る
レ
ー
ス
で
、
最
終
日
に
は
予
備
選

手
が
登
場
す
る
ほ
ど
の
余
裕
を
見
せ
た
。　

 

「
２
連
敗
を
止
め
ら
れ
た
の
が
う
れ
し
い
。

レ
ー
ス
が
始
ま
る
ま
で
は
、
ど
ん
な
レ
ー
ス
に

な
る
の
か
、
ど
ん
な
風
が
吹
く
の
か
心
配
だ
っ

た
が
、
初
日
の
強
風
を
走
っ
て
チ
ー
ム
全
員
が

ふ
っ
き
れ
た
。
今
回
は
、
だ
れ
か
が
失
敗
し
て

も
、
だ
れ
か
が
カ
バ
ー
し
て
く
れ
て
い
る
と
い

う
安
心
感
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
自
分
た
ち
の
強

さ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
外
薗
潤
平
主
将
）

　

ク
ラ
ス
優
勝
を
果
た
し
た
日
経
大
は
、
２
年

ぶ
り
７
回
目
の
優
勝
。
鬼
門
と
い
わ
れ
た
琵
琶

湖
大
会
を
圧
倒
的
な
力
で
ね
じ
ふ
せ
た
。

同
志
社
大
、
総
合
優
勝

　

一
方
、
ス
ナ
イ
プ
級
は
琵
琶
湖
を
拠
点
と
す

る
同
志
社
大
が
６
年
ぶ
り
に
ク
ラ
ス
優
勝
。
さ

ら
に
、
２
０
０
４
年
蒲
郡
大
会
以
来
８
年
ぶ
り

と
な
る
総
合
優
勝
を
獲
得
し
た
。
帰
着
後
の

ハ
ー
バ
ー
で
は
、
選
手
や
応
援
に
掛
け
つ
け
た

卒
業
生
が
一
緒
に
な
り
念
願
の
総
合
優
勝
に
大

歓
喜
し
た
。

 

「
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
王
座
奪
還
。
大
会
前

か
ら
優
勝
候
補
と
言
わ
れ
、さ
ら
に
地
元
開
催
。

Ｏ
Ｂ
か
ら
も
期
待
さ
れ
、
イ
ン
カ
レ
２
カ
月
前

ぐ
ら
い
か
ら
、
眠
れ
な
く
な
る
ほ
ど
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
チ
ー
ム

全
員
で
楽
し
い
レ
ー
ス
が
で
き
た
と
思
う
。
４

年
生
は
こ
れ
で
部
活
動
を
引
退
し
ま
す
が
、
ほ

か
の
大
学
の
選
手
た
ち
も
社
会
人
に
な
っ
て
も

セ
ー
リ
ン
グ
を
続
け
て
ほ
し
い
。
イ
ン
カ
レ
で

戦
っ
た
選
手
た
ち
と
別
の
舞
台
で
ま
た
戦
い
た

い
」（
西
村
秀
樹
主
将
）

　

終
わ
っ
て
み
れ
ば
、
前
評
判
ど
お
り
、
日
本

経
済
大
、
同
志
社
大
の
実
力
が
他
校
を
圧
倒
し

た
第
77
回
全
日
本
学
生
ヨ
ッ
ト
選
手
権
。
来
年

の
全
日
本
イ
ン
カ
レ
は
兵
庫
県
西
宮
で
開
催
さ

れ
る
。

第 77 回全日本学生ヨット選手権
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自主性を重んじた日々のトレーニング

　私が監督に就任し、今回が 6 度目のインカレです。就任前年の小戸
インカレでは 470 級で予選落ちしたものの、スナイプ級優勝という
成績でした。
　その後、部員が減少し、それに伴い成績も下降の一途を辿りました。
そこで行った対策は部員の確保です。
　セレクションに頼らず、一般学生を部内で育て上げることに重点を
置きました。今回のインカレでレースに出場したメンバーが、入部以
来、強化してきたメンバーです。
　もちろんこのメンバーを勧誘し、教育してきた卒業生の功績は大
です。本インカレにおいて、最も多く乗員交代を行っているのは 470
級で日本経済大学、ついで我々でした。スナイプ級では我々が最も多
く乗員交代を行っているものと思われます。選手層の厚さゆえの結果
だと思います。
　部員が少ないときは、万が一、レースメンバーが一人出場できない
状態になると戦力が極端に低下してしまいます。そのような状態では
部内で競争の原理が働きません。ゆとり教育世代の部員には、強制的
に競争の原理を働かせねばなりません。
　経験者、未経験者を問わず、努力し、成果を上げた者をレースに出
場させる。また、他水域のレースにも積極的に出場することにより、
情報の収集能力を高め、レース経験を多く積むよう心がけました。レー
スに出場した部員はそこで得た情報と反省を部内にフィードバック
し、部員全員で共有し、対策を立て、日頃のトレーニングで克服する
よう努めました。
　さらに、部員自らで考え、計画を立て、行動することを重視しまし
た。コーチに最初から頼るのではなく、コーチも頭から指導すること

はせず、必要に応じ修正、指導を行うことを心がけ、自主性を重んじ
ました。やらされるのではなく自らが取り組むという心構えが前面に
現れ、部員の表情にも活気がみなぎってきました。

「セイフティーでよいスタート」を心がける

　そして迎えた今年のインカレ。琵琶湖での開催ということで安定し
た風でレースができなのでは、という他大学の不安と同様、我々にとっ
ても優勝への最大の敵は琵琶湖と自分自身でした。
　地元が有利であることは百も承知ですが、よく知るが故、琵琶湖の
怖さも熟知しています。そこで考えたことは、先行逃げ切りの重要性
を強く認識することです。練習においてもその日の最初のレースで如
何によいスタートを切るかを心がけました。よいスタートといっても
セイフティーでなければなりません。「セイフティーでよいスタート」
と口で言うのは簡単ですが、高い技術と精神面のコントロールが必要
です。
　今回、第１レースがよい形で入れたのも、日頃のトレーニングの成
果です。他の競技と違い、何レース行えるかわからないヨットレース。
とくに琵琶湖では、追う立場の選手が精神的に負担を強いられます。
そこで優位に立てたことは、今回の総合優勝をつかむ上で大きな要因
だったといえます。
　海に比べ風には恵まれないものの、その環境を受け入れ、逆にそれ
を生かしたトレーニングを行うことで、海では気づかないことが習得
できたと確信します。
　成績が低迷していた同志社ヨット部ですが、今回優勝できたのは部
員、コーチ、ＯＢ会の底力の結集です。そして、学生ヨットに携わる
多く関係者の方々に感謝し、インカレが学生にとって価値ある戦いの
場でありつづけることを祈っています。

優勝を決め、歓喜の胴上げに舞う蔵道監督（写真／平井淳一）

海では気づかないことが習得できた
インカレ総合優勝の記

レポート／蔵道　孝文（同志社大学体育会ヨット部監督）　
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I
S
A
F
年
次
会
議
と

総
会
に
つ
い
て

　

Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
（
国
際
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
）
は
、

Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
と
各
艇
種
協
会
が
所
属
し
て
い
る
世

界
的
な
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
に
お
け
る
最
高
意
思

決
定
機
関
に
な
り
ま
す
。

　

会
社
組
織
に
た
と
え
る
と
、
各
国
代
表
（
Ｍ

Ｎ
Ａ
＝
メ
ン
バ
ー
オ
ブ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
オ
ー
ソ
リ

テ
ィ
と
呼
ば
れ
ま
す
。
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
も
こ
の
１
つ

で
す
）
が
株
主
で
あ
り
、
株
主
総
会
に
相
当
す

る
の
が
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
総
会
と
考
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
結
構
で
す
。

　

総
会
の
下
部
に
は
カ
ウ
ン
シ
ル
会（
理
事
会
）

が
存
在
し
、
そ
の
下
に
各
委
員
会
が
存
在
し
て

い
ま
す
。
先
の
例
で
い
う
と
、
カ
ウ
ン
シ
ル
会

は
会
社
の
取
締
役
会
に
相
当
し
、
各
委
員
会
は

事
業
本
部
に
な
り
ま
す
。（
上
図
参
照
）

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
艇
種
を
決
め
る
た
め
の
経
過

を
例
に
と
っ
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

　

た
と
え
ば
、
あ
る
艇
種
を
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種

目
に
し
た
い
と
考
え
た
場
合
、
そ
の
艇
種
の
国

際
協
会
（
も
し
く
は
Ｍ
Ｎ
Ａ
、加
盟
各
国
協
会
）

が
イ
ベ
ン
ト
委
員
会
に
対
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

艇
種
と
し
て
そ
の
艇
種
を
提
案
し
、
装
備
委
員

会
が
艇
の
評
価
を
し
た
上
、
イ
ベ
ン
ト
委
員
会

で
検
討
し
、
カ
ウ
ン
シ
ル
会
へ
意
見
を
具
申
し

ま
す
。
そ
の
後
、
カ
ウ
ン
シ
ル
会
で
決
議
を
行

い
、
そ
の
承
認
を
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
総
会
で
決
議
す
る

と
い
う
流
れ
に
な
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
大
切
な
こ
と
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
艇

種
と
い
っ
た
大
き
な
提
案
で
は
な
く
と
も
、
た

と
え
ば
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
メ
ン
バ
ー
が
「
セ
ー
リ
ン

グ
の
よ
り
よ
い
方
向
へ
の
改
善
」
な
ど
を
考
え

た
場
合
、
こ
の
提
案
を
日
本
か
ら
行
っ
て
も
よ

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
些
細
な
こ
と
で
も
、
Ｉ

Ｓ
Ａ
Ｆ
総
会
へ
議
案
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。

　

さ
ら
に
そ
の
前
段
階
と
し
て
大
切
な
こ
と

は
、
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
内
に
お
い
て
各
艇
種
協
会
や
各

種
委
員
会
と
国
際
委
員
会
が
密
に
連
絡
を
と
っ

て
、
国
際
委
員
会
を
窓
口
と
し
て
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
に

意
見
を
具
申
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
こ
と
で

す
。
そ
し
て
、
国
際
委
員
会
は
外
交
活
動
を
通

じ
て
、
そ
の
意
見
を
民
主
主
義
の
総
意
と
し
て

世
界
に
認
め
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
力
を
持

ち
続
け
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
に
な
っ
て
く
る

の
で
す
。

　

こ
こ
数
年
、
日
本
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
艇
種
の

選
定
に
お
い
て
、
河
野
会
長
以
下
国
際
委
員
会

メ
ン
バ
ー
が
積
極
的
に
各
国
の
調
整
役
や
議
案

提
出
役
を
務
め
て
き
ま
し
た
。
世
界
各
国
の
代

表
は
、
理
に
か
な
っ
た
考
え
方
で
あ
る
日
本
案

を
支
持
し
、
結
果
的
に
日
本
の
考
え
る
艇
種
構

成
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
艇
種
選
定
の
み

な
ら
ず
、
も
っ
と
大
き
な
目
で
セ
ー
リ
ン
グ
自

体
を
楽
し
く
豊
か
に
す
る
た
め
に
、「
日
本
発

の
提
案
、
動
議
を
増
や
そ
う
！
」
と
考
え
て
い

た
だ
き
、
ど
ん
ど
ん
国
際
委
員
会
へ
の
相
談
が

増
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
国
際
委
員
会
は
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
メ
ン

バ
ー
に
と
っ
て
そ
の
活
動
が
わ
か
り
に
く
い
委

員
会
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
回
の

Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
総
会
で
は
Ｒ
Ｓ
：
Ｘ
級
を
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
艇
種
に
戻
し
た
外
交
活
動
を
成
功
さ
せ

た
実
績
を
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
国
内
Ｒ
Ｓ：Ｘ
協
会
が
河
野
会
長
、

国
際
委
員
会
へ
相
談
を
持
ち
込
ん
だ
こ
と
か
ら

始
ま
り
、
各
種
の
ロ
ビ
ー
活
動
を
地
道
に
し
た

上
で
、
日
本
の
提
案
に
対
し
て
、
世
界
１
１
４

カ
国
の
う
ち
、
51
・
７
％
の
国
々
が
賛
同
し
て

く
れ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ

い
。

　

そ
れ
で
は
、
今
年
の
会
議
で
話
題
に
な
っ
た

こ
と
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
年
の
年
次
会
議
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

　
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
年
次
会
議
と
総
会
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
国
際
委
員

会
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
本
稿
で
は
い
く
つ
か
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

2012年 ISAF年次会議報告
「RS:X復活、そしてISAFとは」

レポート／堤智章（JSAF 国際委員会委員長）

初めてＩＳＡＦ年次会議と総会に日本代表として参加しました。
大方のＪＳＡＦメンバーが持つであろう「ＩＳＡＦって何しているところなの」という素朴な疑問から、
ＪＳＡＦや艇種協会がＩＳＡＦとどのような関係にあるのか、
私が委員長を務めるＪＳＡＦ国際委員会の役割は何かについてなどをご報告します。

ISAF 総会

カウンシル会（理事会）

装備委員会

国際レーザー協会 国際 RSX 協会国際 470 級協会

イベント委員会 レースオフィシャル

MNA（各国代表）

最高意思決定機関

…他

…他
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洋
関
連
の
委
員
会
）　

　

 

小
林
昇
氏 【
再
任
】

◎
レ
ー
ス
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ズ
委
員
会（
Ｉ
Ｊ
、

Ｉ
Ｍ
の
関
連
委
員
会
）

国
際
ジ
ャ
ッ
ジ
小
委
員
会（
下
部
組
織
）　　

　

増
田　

開
氏
【
新
任
】

国
際
ア
ン
パ
イ
ア
小
委
員
会（
下
部
組
織
）　

　

田
中
正
昭
氏
【
新
任
】

　

艤
装
委
員
会
は
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
か
ら
初
め
て
の
就

任
で
す
。
ア
ン
パ
イ
ア
小
委
員
会
も
８
年
ぶ
り

の
ポ
ス
ト
獲
得
と
な
り
ま
し
た
。

❸ 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
艇
種
変
更

　
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
は
今
年
５
月
の
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
ミ
ッ
ド

イ
ヤ
ー
総
会
（
中
間
総
会
）
で
、
２
０
１
６
年

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
艇
種
を
Ｒ
Ｓ
：
Ｘ
級
か
ら
カ

イ
ト
セ
ー
リ
ン
グ
に
変
更
す
る
提
案
を
、
イ
ベ

ン
ト
委
員
会
の
推
薦
を
覆
し
、
カ
ウ
ン
シ
ル
会

に
て
僅
差
で
決
議
し
ま
し
た
。

　

こ
の
時
か
ら
日
本
を
含
む
世
界
各
国
は
、「
カ

イ
ト
セ
ー
リ
ン
グ
が
競
技
と
し
て
未
成
熟
で
あ

る
点
」「
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
競
技
選
定
に
あ
る
５
大
陸

で
の
普
及
度
と
参
加
可
能
国
の
比
率
」「
ボ
ッ

ク
ス
ル
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
“
ワ
ン
デ
ザ
イ
ン
ク

ラ
ス
”
と
異
な
る
備
品
選
択
方
式
で
費
用
に
対

す
る
資
金
力
差
が
顕
著
に
で
る
点
」
等
か
ら
、

Ｒ
Ｓ
：
Ｘ
級
に
艇
種
を
戻
す
活
動
を
開
始
し
ま

し
た
。

　
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
は
前
述
の
と
お
り
株
主
総
会
的
で

す
か
ら
、
各
種
規
則
が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
、
変
更
を
決
議
す
る
に
は
、

（
１
）
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
年
次
総
会
で
カ
ウ
ン
シ
ル

会
が
３
分
の
４
以
上
（
75
％
以
上
）
の
賛
成
を

持
っ
て
変
更
の
再
決
議
を
す
る

（
２
）
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
総
会
で
Ｍ
Ｎ
Ａ
提
案
を
し

て
過
半
数
以
上
で
決
議
す
る

こ
の
ど
ち
ら
か
し
か
道
が
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

日
本
は
総
会
で
現
地
入
り
す
る
前
か
ら
、
電

子
メ
ー
ル
で
各
国
と
連
絡
を
と
っ
て
意
見
を
調

整
し
、
現
地
で
は
ま
ず
、
カ
ウ
ン
シ
ル
で
あ
る

大
谷
氏
を
中
心
に
カ
ウ
ン
シ
ル
会
の
再
決
議
に

向
け
て
、
賛
同
者
を
得
る
活
動
を
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
75
％
で
あ
る
28
票
に
わ
ず
か
２
票

届
か
ず
再
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

残
る
方
法
と
し
て
、
日
本
か
ら
総
会
で
の
提

案
を
行
い
（
香
港
・
イ
ス
ラ
エ
ル
・
フ
ラ
ン
ス

も
同
調
し
て
提
案
を
実
施
）、
過
半
数
を
獲
得

す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
入
念
に
ロ
ビ
ー
活
動
を
行
っ
て
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
国
々
（
カ
イ
ト
も
Ｒ
Ｓ
：
Ｘ

も
な
い
国
）
に
も
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

　

総
会
当
日
で
は
日
本
か
ら
提
案
の
主
旨
を
説

明
し
、賛
同
す
る
国
々
の
支
援
を
受
け
、最
終
投

票
を
行
っ
た
結
果
51・
７
％（
１
１
４
カ
国
中
）

の
賛
成
を
受
け
、
Ｒ
Ｓ
：
Ｘ
級
に
艇
種
が
再
変

更
さ
れ
る
案
が
劇
的
に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
国
々
か
ら
賛
同
を
得
た
理
由
は
、「
カ

ウ
ン
シ
ル
会
の
決
議
は
一
番
の
敬
意
を
表
し
、

尊
重
す
べ
き
決
議
で
あ
る
が
、
世
界
各
国
の
少

数
国
を
含
む
す
べ
て
の
意
見
を
反
映
し
て
い
る

と
は
限
ら
な
い
。
是
非
こ
の
総
会
の
場
で
世
界

の
意
向
集
約
を
行
い
た
い
」
と
ス
ピ
ー
チ
し
た

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ど
ち
ら
か
の
ク
ラ
ス
を
否
定
す
る
の
で
は
な

く
、
有
能
な
全
世
界
の
セ
ー
ラ
ー
に
適
切
な

ジ
ャ
ッ
ジ
メ
ン
ト
を
求
め
た
結
果
、
利
害
が
関

係
し
て
い
る
国
以
外
の
賛
同
を
多
く
集
め
ら
れ

た
と
私
は
分
析
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題

　

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
誘
致
、

各
種
世
界
選
手
権
の
日
本
開
催
誘
致
を
鑑
み
れ

ば
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
若
い
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
メ
ン

バ
ー
が
国
際
的
に
活
躍
し
て
も
ら
え
る
場
面
を

多
く
設
定
し
て
い
く
こ
と
が
、
国
際
委
員
会
の

責
務
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
Ｉ
Ｒ
Ｏ
や
Ｉ
Ｊ
、
Ｉ
Ｍ
の
登
録
人
数
は
世
界

で
８
６
６
名
で
す
。
こ
の
内
、
日
本
人
は
わ
ず

か
11
名
と
ま
だ
ま
だ
欧
米
各
国
に
比
べ
て
少
な

い
の
で
す
。

　
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
、
そ
し
て
世
界
で
の
日
本
の
プ
レ

ゼ
ン
ス
を
上
げ
る
に
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

な
ど
の
活
躍
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
選
手
と
役

員
が
一
体
と
な
っ
た
高
ま
り
を
作
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

セ
ー
リ
ン
グ
競
技
の
現
役
か
ら
指
導
者
、
指

導
者
か
ら
役
員
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
ル
ー

ト
を
確
立
し
、
日
本
人
の
多
才
な
才
能
を
世
界

で
発
揮
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

国
際
委
員
会
と
し
て
は
、
現
職
の
ベ
テ
ラ
ン

委
員
が
役
職
任
期
期
間
中
に
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ

や
人
的
な
つ
な
が
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
継
承

し
、
次
世
代
を
担
う
人
材
の
確
保
と
育
成
に
努

め
、
外
交
窓
口
と
し
て
の
機
能
充
実
を
更
に

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
総
会
で
は
、
行
政

の
縦
割
り
組
織
に
似
た
傾
向
に
あ
っ
た
Ｊ
Ｓ
Ａ

Ｆ
内
の
艇
種
協
会
と
委
員
会
が
ク
ロ
ス
し
て
活

動
し
、
河
野
会
長
以
下
、
有
能
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
つ
プ
ロ
人
材
が
、
Ｒ
Ｓ
：
Ｘ
級
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
艇
種
復
活
と
い
う
難
題
を
や
り
遂
げ
ま

し
た
。

　

現
在
も
、
国
際
４
２
０
級
の
世
界
選
手
権
の

日
本
誘
致
に
向
け
て
河
野
会
長
の
指
揮
の
下
に

４
２
０
協
会
、
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
各
委
員
会
と
連
携
し

て
誘
致
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、県
連
や
学
連
、ジ
ュ

ニ
ア
・
ユ
ー
ス
、
各
艇
種
協
会
、
各
Ｊ
Ｓ
Ａ

Ｆ
委
員
会
が
同
じ
目
的
を
持
つ
集
団
と
し
て
、

力
を
合
わ
せ
て
組
織
の
同
じ
目
的
を
達
成
す
る

活
動
を
増
や
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
「
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
が
何
も
し
て
く
れ
な
い
と
嘆
く

こ
と
で
は
な
く
、
自
分
が
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
に
何
が
で

き
る
の
か
を
考
え
、
純
粋
な
気
持
ち
で
、
で
き

る
範
囲
で
行
動
に
移
す
こ
と
」
が
重
要
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
予
算
は
メ
ン
バ
ー
の
み
な
さ
ま

の
要
望
に
す
べ
て
応
え
ら
れ
る
ほ
ど
潤
沢
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
メ
ン
バ
ー
が
２
世
、

３
世
セ
ー
ラ
ー
と
な
っ
て
き
た
今
、
セ
ー
ラ
ー

と
し
て
引
き
継
が
れ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
は
大
き

な
も
の
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
力
が
こ
れ

か
ら
の
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
に
と
っ
て
大
き
な
動
き
と
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

❶ 

会
長
、
副
会
長
選
挙
実
施

 

２
０
１
２
～
２
０
１
６
年
の
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
会
長

と
し
て
イ
タ
リ
ア
の
カ
ル
ロ
・
ク
ロ
ー
チ
ェ

氏
、
ア
ジ
ア
か
ら
は
中
国
の
リ
ー
・
チ
ャ
ン
ハ

イ
氏
が
副
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
（
他
含
み

７
名
）。

　

選
挙
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
勢
力
と
南
北
ア
メ
リ
カ

大
陸
勢
力
の
争
い
で
し
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
勢

力
が
指
導
権
を
握
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
日

本
は
イ
タ
リ
ア
に
投
票
し
て
い
ま
す
。

　

カ
ル
ロ
氏
は
、
父
親
も
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
会
長
を
務

め
た
ヨ
ッ
ト
名
門
家
の
出
身
で
す
が
、
非
常
に

フ
ラ
ン
ク
に
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
判
断
を
す
る
点

を
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
と
し
て
も
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
中
国
は
、
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
ワ
ー
ル
ド
の
青

島
へ
の
誘
致
、
ロ
レ
ッ
ク
ス
セ
ー
ラ
ー
オ
ブ
ザ

イ
ヤ
ー
の
獲
得
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
金
メ
ダ

ル
獲
得
、
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
副
会
長
就
任
と
日
本
の
先

を
行
く
ア
ジ
ア
新
興
勢
力
の
リ
ー
ダ
ー
国
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
は
、
各
分
野
に
お
け
る
Ｉ
Ｓ

Ａ
Ｆ
で
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
早
急
に
上
げ
る
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。

❷ 

新
委
員
会
、
新
カ
ウ
ン
シ
ル
会
の
選
定

　

２
０
１
２
年
～
２
０
１
６
年
の
新
カ
ウ
ン
シ

ル
に
は
、
大
谷
た
か
を
氏
が
再
選
を
果
た
し
ま

し
た
。
ま
た
、
各
委
員
会
の
選
出
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

立
候
補
し
た
候
補
者
が
す
べ
て
選
出
さ
れ
た

こ
と
は
、
戸
張
前
国
際
委
員
長
の
長
き
に
わ
た

る
外
交
力
に
よ
る
結
果
で
す
。

◎
イ
ベ
ン
ト
委
員
会（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
艇
種
等

を
検
討
す
る
委
員
会
）
　

　

大
谷
た
か
を
氏
【
再
任
】

◎
艤
装
委
員
会（
艇
の
評
価
や
艤
装
に
関
す
る

委
員
会
）

　

堤
智
章
氏　
【
新
任
】

◎
競
技
規
則
委
員
会（
ル
ー
ル
関
係
の
委
員
会
） 

　

柴
沼
克
己
氏 【
再
任
】

◎
オ
フ
シ
ョ
ア
＆
オ
セ
ア
ニ
ッ
ク
委
員
会（
外

ISAF総会での堤委員長。国際470 協会のマネージング・コミッティのメンバーたちと
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2012 年度の IRC コングレスが英国ウインザーで開催された（2012年10月 13日、14日）。
日本からは、日本ＩＲＣオーナーズ協会会長の斜森保雄氏、ＪＳＡＦ外洋計測委員長の吉田豊氏、
ＩＲＣレーティングオフィスの角晴彦氏の３名が参加した。

は
じ
め
に

　

世
界
的
な
不
景
気
の
中
、
各
国
の
Ｉ
Ｒ
Ｃ
フ

リ
ー
ト
は
全
体
的
に
縮
小
傾
向
に
あ
っ
た
が
、

中
国
、
ト
ル
コ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
日
本
な
ど
で
は

増
加
が
続
い
て
い
る
。
フ
リ
ー
ト
の
縮
小
は
、

新
規
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
減
少
と
船
齢
の
上

昇
を
伴
っ
て
い
る
。
世
界
的
に
イ
ベ
ン
ト
自
体

へ
の
参
加
が
減
っ
て
い
る
と
い
う
報
告
か
ら

も
、
景
気
低
迷
に
よ
る
、
レ
ジ
ャ
ー
の
手
控
え

ム
ー
ド
が
あ
る
模
様
だ
。

　
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
は
将
来
の
Ｉ
Ｒ
Ｃ
の
方
向
づ
け
を

明
確
に
す
る
必
要
を
感
じ
て
お
り
、オ
ー
ナ
ー
、

レ
ー
テ
ィ
ン
グ
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
、
ル
ー
ル
オ
ー

ソ
リ
テ
ィ
が
協
調
し
な
が
ら
現
状
の
分
析
と

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
す
た
め
の
方
策
を
な

ん
と
か
探
り
出
し
た
い
と
の
気
持
ち
が
強
い
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
コ
ン
グ
レ
ス
で
は
、
本
題

か
ら
少
し
ず
れ
る
が
、
し
か
し
非
常
に
重
要
な

「
Ｉ
Ｒ
Ｃ
の
将
来
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
議
論
が

交
わ
さ
れ
た
。

　

ワ
ン
デ
ザ
イ
ン
ク
ラ
ス
以
外
の
キ
ー
ル
ボ
ー

ト
に
お
け
る
Ｉ
Ｒ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
は
、
比
較
的
ハ

イ
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
認

識
が
、
少
な
く
と
も
一
般
ユ
ー
ザ
ー
の
中
に
は

根
強
い
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｒ
Ｃ
の
ポ
リ
シ
ー
は
、

決
し
て
グ
ラ
ン
プ
リ
イ
ベ
ン
ト
を
主
眼
に
置
い

て
い
る
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
ボ
ー
ト
に
対

し
て
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
こ
の
認
識
は
正
し
く
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
現
実
的
に
プ
ロ
の
セ
ー
ラ
ー
が
乗

る
レ
ー
ス
も
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

シ
ッ
プ
も
Ｉ
Ｒ
Ｃ
の
下
で
行
な
わ
れ
、
オ
ー

ナ
ー
が
安
く
な
い
代
金
を
払
い
、
公
平
な
レ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
得
る
場
合
、
ク
ラ
ブ
レ
ー
ス
だ
け

に
留
ま
る
オ
ー
ナ
ー
に
と
っ
て
の
Ｉ
Ｒ
Ｃ
は
、

あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
も
の
と
な
る
の
は
、
世

界
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
の
よ
う
だ
。

　

今
回
の
コ
ン
グ
レ
ス
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の

は
、
ク
ラ
ブ
単
位
の
レ
ー
ス
と
Ｉ
Ｒ
Ｃ
イ
ベ
ン

ト
に
連
続
性
を
持
た
せ
る
こ
と
が
、
重
要
で
あ

る
と
い
う
こ
と
だ
。
つ
ま
り
、Ｐ
Ｈ
Ｒ
Ｆ（
ポ
ー

ツ
マ
ス
ヤ
ー
ド
ス
テ
ィ
ッ
ク
）
の
よ
う
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
い
か
に

し
て
、
Ｉ
Ｒ
Ｃ
の
予
備
軍
に
し
て
い
く
か
、
も

し
く
は
、
い
か
に
協
調
し
て
い
く
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　

コ
ン
グ
レ
ス
で
は
、
Ｐ
Ｈ
Ｒ
Ｆ
は
Ｉ
Ｒ
Ｃ
の

脅
威
と
は
な
ら
ず
、
協
調
す
る
こ
と
に
よ
り
、

共
に
歩
ん
で
行
く
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
結

論
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
た
め
の
デ
ュ

ア
ル
ス
コ
ア
リ
ン
グ
方
式
を
推
奨
し
て
い
こ
う

と
い
う
結
論
に
も
至
っ
た
。
こ
れ
は
ま
さ
に
日

本
の
状
況
を
物
語
っ
て
い
る
も
の
だ
。
Ｐ
Ｈ
Ｒ

Ｆ
を
確
立
さ
せ
よ
う
と
い
う
動
き
が
日
本
に
あ

る
が
、や
は
り
理
想
は
、よ
り
高
度
な
レ
ー
テ
ィ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
連
続
し
た
繋
が
り
を
持
た
せ

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
来
年
の
ル
ー
ル
の
整
備
と
い
う
重
要

な
点
に
つ
い
て
は
例
年
と
変
わ
ら
ず
、
Ｒ
Ｏ
Ｒ

Ｃ 

Ｔ
Ｃ
、
各
国
の
オ
ー
ナ
ー
協
会
、
ル
ー
ル

オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
の
代
表
者
が
、
来
年
の
た
め
の

ル
ー
ル
整
備
に
向
け
、
時
間
い
っ
ぱ
い
の
議
論

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

日
本
か
ら
は
、
オ
ー
ナ
ー
ズ
協
会
の
意
見
を

反
映
し
て
、「
ボ
ー
ト
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
行
な
っ
た
際
の
Ｔ
Ｃ
Ｃ
の
判
定
が
、
元
々

異
な
る
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
ま
っ
た
く
同
じ
デ
ー

タ
を
提
出
す
る
場
合
と
評
価
方
法
が
違
い
、
結

果
と
し
て
の
Ｔ
Ｃ
Ｃ
も
変
わ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
い
う
質
問
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
リ

グ
な
ど
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
施
し
た

ボ
ー
ト
が
非
常
に
高
い
性
能
を
出
し
た
事
例
が

あ
り
、
も
し
モ
デ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な

く
新
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
申
告
し
た
場
合
、
異
な

る
結
果
が
出
た
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
念
か
ら

出
た
質
問
で
あ
っ
た
。

　

結
果
と
し
て
、
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
の
テ
ク
ニ
カ
ル
コ

ミ
ッ
テ
ィ
の
回
答
は
、「
ま
っ
た
く
同
じ
デ
ー

タ
を
持
つ
２
艇
は
、
た
と
え
一
方
が
モ
デ
ィ

フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
も
の
、
他
方
が
新
デ

ザ
イ
ン
に
よ
る
も
の
で
も
、
両
艇
の
Ｔ
Ｃ
Ｃ
は

同
一
に
な
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
日
本
側

の
疑
念
は
否
定
さ
れ
た
。

　

以
下
に
議
事
録
を
紹
介
す
る
。

❶ 

議
題
に
な
い
要
審
議
事
項

◎
ボ
ー
ト
デ
ー
タ

　

開
示
デ
ー
タ
を
増
や
す
こ
と
は
、
デ
ザ
イ

ナ
ー
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
の
最
適
化
を
助
長
す
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
テ
ク
ニ
カ
ル
コ

ミ
ッ
テ
ィ
と
し
て
は
や
り
た
く
な
い
。し
か
し
、

レ
ー
テ
ィ
ン
グ
オ
フ
ィ
ス
の
任
意
の
艇
の
デ
ー

タ
フ
ァ
イ
ル
を
そ
の
艇
に
対
し
て
提
供
す
る
こ

と
は
行
な
う
べ
き
と
の
考
え
が
示
さ
れ
た
。

◎
新
機
軸

　

新
機
軸
に
対
す
る
テ
ク
ニ
カ
ル
コ
ミ
ッ
テ
ィ

の
取
り
組
み
は
、
四
辺
形
ヘ
ッ
ド
セ
ー
ル
の
対

応
案
に
そ
の
例
が
よ
く
表
れ
て
お
り
、
後
述
の

議
題
で
審
議
さ
れ
て
い
る
。

◎
軽
量
艇

　
「
軽
量
」
と
い
う
表
現
は
主
観
的
な
も
の
で

あ
る
。
判
断
は
テ
ク
ニ
カ
ル
コ
ミ
ッ
テ
ィ
に
委

ね
ら
れ
る
が
、
超
軽
量
艇
と
レ
ー
ス
ボ
ー
ト
を

す
べ
て
含
ま
せ
よ
う
と
す
る
の
は
危
険
だ
。
今

年
の
レ
ー
ス
結
果
か
ら
見
る
と
、
バ
ラ
ン
ス
は

適
度
に
取
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
報
告
に
よ
る
と
、
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
、
48
％
ほ
ど
の
回
答
者
が
「
Ｉ
Ｒ
Ｃ

は
軽
量
艇
の
開
発
を
妨
げ
て
い
る
」
感
じ
て
お

り
、
そ
の
結
果
、
多
く
の
セ
ー
ラ
ー
が
機
会
を

失
い
、意
欲
を
削
が
れ
る
結
果
を
生
ん
で
い
る
。

◎
Ｈ
Ｐ
Ｒ
（H

igh Perform
ance Rule

）

　
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
は
Ｈ
Ｐ
Ｒ
の
運
用
に
関
わ
る
こ
と

を
辞
退
し
た
と
報
告
さ
れ
た
。
Ｕ
Ｓ
セ
ー
リ
ン

グ
の
メ
ジ
ャ
ラ
ー
ダ
ン
・
ノ
ー
ラ
ン
は
、
Ｒ
Ｏ

Ｒ
Ｃ
が
Ｈ
Ｐ
Ｒ
に
関
わ
る
こ
と
は
望
ま
し
い
こ

と
で
、
今
後
も
提
案
を
続
け
る
意
向
で
あ
る
と

伝
え
ら
れ
た
。
現
時
点
で
Ｈ
Ｐ
Ｒ
の
具
体
的
な

進
捗
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
テ
ク
ニ
カ
ル
コ

ミ
ッ
テ
ィ
は
、
Ｈ
Ｐ
Ｒ
の
進
み
具
合
を
今
後
と

も
確
認
し
、
Ｉ
Ｒ
Ｃ
の
そ
の
分
野
に
対
す
る
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
和
ら
げ
る
た
め
に
も
、
レ
ー
ス

志
向
の
強
い
ボ
ー
ト
に
対
す
る
適
当
な
ル
ー
ル

と
し
て
Ｈ
Ｐ
Ｒ
を
機
能
さ
せ
る
こ
と
も
視
野
に

入
れ
る
こ
と
を
約
束
し
た
。

◎
デ
ュ
ア
ル
ス
コ
ア
リ
ン
グ

　

テ
ク
ニ
カ
ル
コ
ミ
ッ
テ
ィ
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
、
Ｒ
Ｙ
Ａ
、
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
そ
の
他
の
団
体
と
協

議
し
、
デ
ュ
ア
ル
ス
コ
ア
リ
ン
グ
を
身
近
に
、

そ
し
て
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
Ｉ
Ｒ
Ｃ
へ
の
移
行
を
容
易

に
す
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。

◎
Ｉ
Ｒ
Ｃ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
は
プ
ロ
の
Ｐ
Ｒ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
依
頼
し
よ
う
と
し
た
が
、

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
自
身
が
貢
献
す
る
こ
と
が
難
し

い
と
判
断
し
た
た
め
計
画
を
断
念
し
た
と
報
告

さ
れ
た
。
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て
Ｒ
Ｏ
Ｒ

Ｃ
は
、
将
来
的
に
ど
の
よ
う
な
段
階
を
踏
む
べ

き
か
模
索
中
で
あ
る
。

❷ 

テ
ク
ニ
カ
ル
コ
ミ
ッ
テ
ィ
か
ら
の
報
告

　

テ
ク
ニ
カ
ル
コ
ミ
ッ
テ
ィ
が
危
惧
す
る
の

は
、
世
界
の
Ｉ
Ｒ
Ｃ
フ
リ
ー
ト
は
２
０
１
１
年

８
月
末
時
点
で
２
％
ほ
ど
の
減
少
を
見
せ
、
さ

ら
に
２
０
１
２
年
８
月
時
点
に
は
８
％
近
い
減

少
を
示
し
た
点
だ
。

　

テ
ク
ニ
カ
ル
コ
ミ
ッ
テ
ィ
は
、
こ
の
落
ち
込

み
は
世
界
経
済
の
影
響
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
部

分
を
占
め
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
レ
ガ
ッ

タ
の
エ
ン
ト
リ
ー
数
が
世
界
的
に
減
少
傾
向
に

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

❸
Ｉ
Ｒ
Ｃ
の
世
界
的
傾
向

　

統
計
に
よ
る
と
、
新
規
申
告
の
減
少
に
伴
い

Ｉ
Ｒ
Ｃ
フ
リ
ー
ト
の
高
齢
化
が
見
ら
れ
て
い

る
。
統
計
デ
ー
タ
は
Ｉ
Ｒ
Ｃ
が
引
き
続
き
広
範

囲
な
ボ
ー
ト
サ
イ
ズ
と
船
齢
で
使
わ
れ
て
い
る

こ
と
も
示
し
て
い
る
。

❹ 

２
０
１
３
年
Ｉ
Ｒ
Ｃ
規
則
変
更
の
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
、
検
討
お
よ
び
決
定
事
項

　
Ｉ
Ｒ
Ｃ
テ
ク
ニ
カ
ル
コ
ミ
ッ
テ
ィ
お
よ
び
各

国
代
表
に
よ
る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
審
議
し
た
結

果
、
２
０
１
３
の
Ｉ
Ｒ
Ｃ
規
則
で
以
下
の
よ
う

な
変
更
が
あ
り
施
行
さ
れ
る
。

　

規
則
11
．１
が
変
更
さ
れ
、
規
則
21
．6
．１

IRCコングレス2012報告
「IRCの将来を議論」

レポート／角晴彦、写真提供／吉田豊
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米
国
か
ら
あ
り
、以
下
の
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

　

ナ
シ
ョ
ナ
ル
選
手
権
が
国
内
を
転
戦
し
、

ア
ウ
デ
ィ
ー
ハ
ミ
ル
ト
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
レ
ー

ス
ウ
ィ
ー
ク
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

日
本

　

質
問
に
対
し
マ
ー
ク
・
ア
ー
ウ
ィ
ン
（
Ｒ
Ｏ

Ｒ
Ｃ
テ
ク
ニ
カ
ル
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
は
、「
も

し
２
隻
の
ボ
ー
ト
が
同
一
の
デ
ー
タ
を
持
っ
て

い
れ
ば
、
た
と
え
一
方
の
ボ
ー
ト
が
ボ
ー
ト
の

モ
デ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
そ
の
デ
ー

タ
を
達
成
し
た
と
し
て
も
、
２
艇
の
Ｔ
Ｃ
Ｃ
は

同
じ
に
な
る
」
と
の
回
答
を
行
な
っ
た
。

　

口
頭
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト
は
、
カ
ナ
ダ
、
フ
ラ

ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
、
タ
イ
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
か
ら
あ
り
、
各
国
の
Ｉ

Ｒ
Ｃ
の
現
状
が
報
告
さ
れ
た
。

❻ 

Ｉ
Ｒ
Ｃ
の
将
来
の
方
向
性

　
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
オ
フ
ィ
ス
を
代
表

し
て
マ
イ
ク
・
ア
ー
ウ
ィ
ン
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　

テ
ク
ニ
カ
ル
コ
ミ
ッ
テ
ィ
の
危
惧
は
、
新
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
新
艇
の
数
が
減
少
し
て
い

る
点
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
レ
ー
テ
ィ

ン
グ
オ
フ
ィ
ス
が
、
主
に
Ｉ
Ｒ
Ｃ
の
非
ユ
ー

ザ
ー
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
主
要
な
結

果
が
報
告
さ
れ
た
。
最
初
の
議
論
は
、
Ｉ
Ｒ
Ｃ

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

セ
ー
ラ
ー
の
存
在
に
憤
慨
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
く
あ
る
点
で
あ
っ
た
。

　

チ
ェ
ア
マ
ン
は
、
コ
ン
グ
レ
ス
に
、
次
の
質

問
を
向
け
た
。

① 

す
べ
て
の
ボ
ー
ト
に
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
与

え
る
と
い
う
Ｉ
Ｒ
Ｃ
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
は
ま
だ

有
効
か
？

② 

Ｈ
Ｐ
Ｒ
を
脅
威
と
見
る
か
チ
ャ
ン
ス
と
見

る
か
？

③ 

Ｐ
Ｙ
／
Ｐ
Ｈ
Ｒ
Ｆ
を
脅
威
と
見
る
か
チ
ャ

ン
ス
と
見
る
か
？

④ 

Ｉ
Ｒ
Ｃ
を
人
気
あ
る
銘
柄
に
す
る
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
？

　

長
い
議
論
を
経
て
、
以
下
の
点
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。

◎
Ｉ
Ｒ
Ｃ
の
複
雑
さ
が
増
し
、
多
く
の
セ
ー

ラ
ー
に
と
っ
て
よ
く
理
解
で
き
な
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

◎
キ
ー
ル
ボ
ー
ト
の
レ
ー
ス
は
、
一
般
に
下
降

傾
向
に
あ
り
、
こ
の
傾
向
の
打
破
に
ま
ず
目
を

向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◎
Ｉ
Ｒ
Ｃ
は
ハ
イ
エ
ン
ド
の
レ
ー
シ
ン
グ
ル
ー

ル
で
あ
る
と
の
見
方
が
根
強
い
。
よ
っ
て
、
Ｉ

Ｒ
Ｃ
は
す
べ
て
の
ボ
ー
ト
の
た
め
の
も
の
で
あ

る
点
を
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◎
Ｉ
Ｒ
Ｃ
は
軽
量
艇
（
超
軽
量
で
は
な
い
）
に

も
適
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
べ
き
だ
。

◎
Ｈ
Ｐ
Ｒ
は
脅
威
で
は
な
い
。
非
常
に
軽
量
で

過
激
な
レ
ー
ス
ボ
ー
ト
を
惹
き
つ
け
る
可
能
性

を
持
っ
て
い
る
点
は
Ｉ
Ｒ
Ｃ
に
利
益
と
な
る
。

◎
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
は
、
キ
ー
ル
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
の
ス
タ
ー
ト

と
し
て
自
然
な
選
択
で
あ
る
の
で
、
Ｉ
Ｒ
Ｃ
に

対
し
て
も
自
然
の
恩
恵
を
与
え
る
。
Ｉ
Ｒ
Ｃ
に

と
っ
て
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

◎
長
い
議
論
の
末
、
コ
ン
グ
レ
ス
は
、
各
ル
ー

ル
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
は
、
Ｉ
Ｒ
Ｃ
の
プ
ロ
モ
ー
ト

を
積
極
的
に
行
な
い
、そ
の
一
環
と
し
て
、オ
ー

ナ
ー
の
希
望
を
理
解
す
る
た
め
に
、
可
能
で
実

践
的
で
あ
れ
ば
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
な
う

べ
き
と
の
結
論
に
達
し
た
。

◎
Ｉ
Ｒ
Ｃ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
は
、

世
界
中
の
Ｉ
Ｒ
Ｃ
を
支
持
す
る
の
は
当
然
で
あ

る
が
、
唯
一
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
主
体
と
な

る
に
は
非
現
実
的
で
、
負
担
が
大
き
過
ぎ
る
。

　
Ｉ
Ｒ
Ｃ
ポ
リ
シ
ー
ス
テ
ア
リ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

と
の
協
議
の
結
果
、
Ｉ
Ｒ
Ｃ
テ
ク
ニ
カ
ル
コ

ミ
ッ
テ
ィ
は
、
年
に
１
つ
か
２
つ
の
イ
ベ
ン
ト

に
し
か
参
加
し
な
い
ボ
ー
ト
向
け
に
、
制
限

付
き
Ｉ
Ｒ
Ｃ 

Ｔ
Ｃ
Ｃ
（Lim

ited V
alidity 

IRC T
CC

）
の
発
表
を
検
討
し
た
。
未
だ
に

多
く
の
不
明
瞭
点
が
あ
る
も
の
の
、
２
０
１
３

年
度
に
英
国
で
ト
ラ
イ
ア
ル
を
行
な
う
意
味
を

認
め
る
に
十
分
な
利
益
を
生
む
可
能
性
を
持
っ

て
い
る
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。
こ
の
ト
ラ
イ

ア
ル
は
発
表
さ
れ
た
ば
か
り
だ
が
、
大
方
好
意

的
な
反
応
を
得
て
い
る
。
も
し
ト
ラ
イ
ア
ル
が

成
功
す
れ
ば
、
Ｌ
Ｖ　

Ｔ
Ｃ
Ｃ
は
将
来
的
に
、

他
の
国
で
も
ロ
ー
カ
ル
Ｉ
Ｒ
Ｃ
ル
ー
ル
オ
ー
ソ

リ
テ
ィ
の
下
で
紹
介
さ
れ
る
。
実
用
性
と
悪
用

の
可
能
性
に
関
す
る
危
惧
が
表
明
さ
れ
た
も
の

の
、
コ
ン
グ
レ
ス
は
、
大
方
こ
の
発
案
を
受
け

入
れ
た
。

　

コ
ン
グ
レ
ス
は
、Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
レ
ー
テ
イ
ン
グ

オ
フ
ィ
ス
が
Ｒ
Ｙ
Ａ
そ
の
他
と
協
力
し
、
ポ
ー

ツ
マ
ス
ヤ
ー
ド
ス
テ
ィ
ッ
ク
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
英
国
で
復
活
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
る
と
報
告
を
受
け
た
。こ
の
目
的
は
、

キ
ー
ル
ボ
ー
ト
の
レ
ー
ス
へ
よ
り
多
く
の
参
加

を
奨
励
し
、
Ｉ
Ｒ
Ｃ
の
使
用
も
そ
れ
に
伴
い
増

加
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
流

れ
の
中
で
は
、
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
に
Ｐ
Ｙ
と
Ｉ
Ｒ

Ｃ
の
デ
ュ
ア
ル
ス
コ
ア
リ
ン
グ
を
使
う
こ
と
を

奨
励
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
一

般
的
な
フ
リ
ー
ト
の
ク
ラ
ス
分
け
と
異
な
る
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
成
功

し
て
い
る
モ
デ
ル
と
調
和
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

コ
ン
グ
レ
ス
は
、ま
た
、Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
レ
ー
テ
ィ

ン
グ
オ
フ
ィ
ス
が
、
来
冬
季
に
地
方
へ
の
一
連

の
ツ
ア
ー
を
計
画
し
て
い
る
と
の
報
告
を
受
け

た
。
こ
れ
の
意
図
は
、
地
域
の
す
べ
て
の
ク
ラ

ブ
が
一
カ
所
に
集
ま
り
、
ク
ラ
ブ
間
の
協
調
を

強
め
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
機

会
は
ま
た
、
計
画
さ
れ
て
い
る
Ｐ
Ｙ
の
改
造
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
も
利
用
さ
れ
る
。

❼ 

Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
へ
の
サ
ブ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
審
議

　

11
月
に
行
な
わ
れ
る
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
へ
の
サ
ブ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
内
容
に
つ
い
て
、

Ｉ
Ｒ
Ｃ
コ
ン
グ
レ
ス
内
に
て
討
論
が
行
な
わ
れ

た
。
今
年
は
Ｉ
Ｒ
Ｃ
コ
ン
グ
レ
ス
か
ら
の
サ
ブ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
提
出
が
な
か
っ
た
の
で
、
Ｉ
Ｒ

Ｃ
に
関
わ
り
の
あ
り
そ
う
な
サ
ブ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

に
関
し
て
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
、
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
へ
参
加
す
る
Ｉ
Ｒ
Ｃ
関
係
者
ら

の
意
見
調
整
を
行
っ
た
。

(b)
が
規
則
11
．２
と
な
り
、
新
た
に
規
則
11
．

3
が
加
わ
り
、
Ｉ
Ｒ
Ｃ
ル
ー
ル
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ

が
Ｉ
Ｒ
Ｃ
規
則
の
国
内
規
程
を
作
る
こ
と
が
可

能
に
な
っ
た
。

◎
規
則
17
．2
．2
が
変
更
さ
れ
、
可
変
バ
ラ

ス
ト
（
つ
ま
り
水
）
は
計
測
状
態
で
含
ま
れ
な

い
こ
と
を
明
確
に
し
た
。

◎
規
則
21
．3
．４
(c)
が
変
更
さ
れ
、
ス
ピ
ネ
ー

カ
ー
が
ス
ピ
ネ
ー
カ
ー
ポ
ー
ル
に
書
き
換
え
ら

れ
、
誤
り
が
訂
正
さ
れ
た
。

◎
新
し
く
規
則
21
．1
．５
(h)
が
加
え
ら
れ
、

分
割
可
能
な
セ
ー
ル
を
禁
じ
る
。

◎
新
し
く
ヘ
ッ
ド
セ
ー
ル
ア
ッ
パ
ー
ウ
ィ
ド
ス

（
Ｈ
Ｕ
Ｗ
）
が
定
義
さ
れ
、
規
則
21
．7
．1
で

Ｈ
Ｓ
Ａ
の
計
算
に
Ｈ
Ｕ
Ｗ
が
使
わ
れ
る
よ
う
変

更
さ
れ
、
さ
ら
に
Ｈ
Ｈ
Ｂ
を
削
除
し
て
Ｈ
Ｓ
Ａ

の
計
算
に
お
け
る
抜
け
道
が
閉
じ
ら
れ
た
。
Ｈ

Ｈ
Ｂ
の
記
載
は
す
べ
て
削
除
さ
れ
た
。

◎
ヘ
ッ
ド
セ
ー
ル
フ
ッ
ト
オ
フ
セ
ッ
ト
の
新
定

義
が
加
わ
り
、規
則
21
．7
．1
が
変
更
さ
れ
、フ
ッ

ト
オ
フ
セ
ッ
ト
に
制
限
が
加
え
ら
れ
て
、ヘ
ッ

ド
セ
ー
ル
計
測
の
抜
け
道
が
閉
じ
ら
れ
た
。

◎
ク
ル
ー
体
重
に
よ
る
ク
ル
ー
数
の
オ
プ
シ
ョ

ン
が
削
除
さ
れ
、
ク
ル
ー
体
重
（
ク
ル
ー
数
×

85 

kg
）
が
デ
フ
ォ
ル
ト
と
な
る
よ
う
規
則
22
．

4
．2
が
変
更
さ
れ
た
。
規
則
22
．4
は
引
き

続
き
レ
ー
ス
公
示
に
よ
り
変
更
可
能
。

◎
Ｅ
の
定
義
が
規
則
の
抜
け
道
を
防
ぐ
た
め
に

変
更
さ
れ
た
。

◎
ヘ
ビ
ー
ウ
ェ
ザ
ー
ジ
ブ
の
定
義
が
変
更
さ

れ
、
リ
ー
フ
ポ
イ
ン
ト
の
禁
止
の
項
目
が
削
除

さ
れ
、
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ 

Ｏ
Ｓ
Ｒ
定
義
に
準
ず
る
よ

う
に
な
っ
た
。

◎
規
則
8
．1
．2
、
規
則
21
．7
．3
お
よ
び
Ｍ

Ｕ
Ｗ
の
定
義
に
つ
い
て
、
内
容
を
変
更
す
る
こ

と
な
く
、
誤
植
の
訂
正
を
行
な
っ
た
。

❺ 

出
席
し
て
い
る
各
国
ナ
シ
ョ
ナ
ル
オ
ー
ソ

リ
テ
ィ
ー
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
（
規
則
変
更
の
た

め
の
サ
ブ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
含
ま
ず
）

　

文
章
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
英
国
、
香
港
、
日
本
、
マ
ル
タ
、
ト
ル
コ
、

会場はウインザー城にほど近く、近衛歩兵連隊の軍楽隊にも出くわしたコングレスに参加した吉田豊、斜森保雄、角晴彦の各氏
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多
彩
な
講
習
が
行
わ
れ
た
2
日
間

今
年
の「
全
国
安
全
指
導
者
養
成
講
習
会
」は

国
体
の
開
催
準
備
の
た
め
に
改
修
工
事
が
始
ま
っ
た
若
洲
ヨ
ッ
ト
訓
練
所
で
、

11
月
17
～
18
日
の
２
日
間
に
約
40
名
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ
た
。

報
告
／
J
Ｓ
Ａ
Ｆ
指
導
者
委
員
会

J
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
普
及
活
動

　

セ
ー
リ
ン
グ
の
普
及
は
日
本
セ
ー
リ
ン
グ
連

盟
の
存
在
そ
の
も
の
に
か
か
る
大
変
重
要
な
施

策
で
す
。

　

そ
の
幅
は
大
変
に
広
く
、
単
に
競
技
人
口
の

増
加
を
図
る
だ
け
が
普
及
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

海
洋
ス
ポ
ー
ツ
や
水
辺
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
、
生
涯
に
わ
た
り
エ
ン
ジ
ョ
イ
で
き
る

も
の
と
し
て
、
是
非
と
も
多
く
の
人
た
ち
に

ヨ
ッ
ト
に
乗
っ
て
セ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　

一
昨
年
新
た
に
施
行
さ
れ
た
「
ス
ポ
ー
ツ
基

本
法
」
で
は
、「
体
を
動
か
し
て
楽
し
む
の
も

ス
ポ
ー
ツ
、
見
て
楽
し
む
の
も
ス
ポ
ー
ツ
、
ス

ポ
ー
ツ
を
支
え
る
活
動
も
ス
ポ
ー
ツ
」
と
い
っ

た
新
た
な
考
え
が
示
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
は
全
国

民
が
健
康
で
幸
せ
な
生
活
を
送
る
た
め
に
欠
か

せ
な
い
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

セ
ー
リ
ン
グ
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
男

女
を
問
わ
ず
、
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

競
技
を
楽
し
む
人
も
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
楽
し
む

人
も
、
シ
ー
ム
レ
ス
に
セ
ー
リ
ン
グ
に
関
わ
る

こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ま
さ
に
ス

ポ
ー
ツ
基
本
法
の
い
う
と
こ
ろ
の
ス
ポ
ー
ツ
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

公
益
財
団
法
人
日
本
財
団
の 

助
成
事
業

　

日
本
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
は
、
公
益
財
団
法
人

日
本
財
団
の
助
成
を
受
け
て
普
及
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

普
及
事
業
は
セ
ー
リ
ン
グ
の
未
経
験
者
を
対

象
と
し
た
セ
ー
リ
ン
グ
体
験
会
と
普
及
を
図

る
た
め
の
人
材
養
成
講
習
会
か
ら
な
り
ま
す

が
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
の
収
益
金
の
一
部

を
も
っ
て
支
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
長

年
に
わ
た
る
こ
の
助
成
事
業
で
多
く
の
方
々
が

ヨ
ッ
ト
と
出
合
い
、
そ
の
楽
し
さ
や
爽
快
さ
を

味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
震
災
被
災
地
の
宮
城
県
で
の
「
頑
張

れ
東
北
セ
ー
リ
ン
グ
」（
本
誌
前
号
で
紹
介
）、

長
崎
県
で
の
「
国
体
２
年
前
盛
り
上
げ
セ
ー
リ

ン
グ
」
な
ど
を
開
催
。
地
域
の
元
気
再
生
、
地

域
の
魅
力
発
見
を
も
た
ら
す
セ
ー
リ
ン
グ
体
験

会
と
し
て
地
域
貢
献
も
で
き
ま
し
た
。
ま
た

セ
ー
リ
ン
グ
の
普
及
を
牽
引
す
る
人
材
育
成
や

教
職
員
の
セ
ー
リ
ン
グ
指
導
者
養
成
の
育
成
も

行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
助
成
事
業
の
一
つ
に「
全

国
安
全
指
導
者
養
成
講
習
会
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
名
前
の
と
お
り
、
普
及
に
欠
か

せ
な
い
指
導
者
の
養
成
、
し
か
も
安
全
に
関
す

る
知
識
と
技
術
を
有
す
る
指
導
者
、
つ
ま
り

漆谷伸介氏

西岡一正副会長

長村美幸氏

小山泰彦オリンピック招致事務局長

河野博文会長

柳俊晴指導者委員会アドバイザー

全
国
安
全
指
導
者
養
成
講
習
会
レ
ポ
ー
ト

盛りだくさんの内容に耳を傾ける参加者
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る
意
識
を
高
め
る
た
め
の
情
報
共
有
を
す
る
の

に
と
ど
ま
ら
ず
、
膨
張
式
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

の
使
用
方
法
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
注
意
す
べ
き

ポ
イ
ン
ト
」
な
ど
、
よ
り
具
体
的
な
実
演
に
つ

い
て
も
熱
心
に
確
認
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
単

に
設
備
を
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な

く
、
活
用
す
る
乗
員
や
オ
ー
ナ
ー
の
意
識
を
高

め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
、
意
見

が
参
加
者
も
多
数
出
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
米
国
セ
ン
ト
フ
ラ
ン
シ
ス
ヨ
ッ
ト
ク

ラ
ブ
の
年
次
総
会
に
参
加
し
た
柳
俊
晴
指
導
者

委
員
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
は
同
ク
ラ
ブ
の
様

子
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
の
４
２
０
級
の
採
用
に

つ
い
て
は
高
体
連
ヨ
ッ
ト
専
門
部
部
長
の
岡
嶋

佳
治
氏
、
国
体
で
の
新
艇
種
の
採
用
に
つ
い
て

は
森
信
和
国
体
副
委
員
長
、
さ
ら
に
普
及
事
業

に
関
し
て
斉
藤
威
普
及
委
員
長
、
ス
ポ
ー
ツ
指

導
員
制
度
に
つ
い
て
は
川
北
達
也
指
導
者
副
委

員
長
か
ら
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
盛
り
だ
く
さ
ん
の
大
変
に
活
気
の

あ
る
講
習
会
で
し
た
が
、
外
洋
団
体
か
ら
の
参

加
が
少
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
し
た
。今
後
は
、

外
洋
安
全
委
員
会
と
の
協
業
も
検
討
し
、
よ
り

多
く
の
方
が
参
画
で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
東
京
都
連
の
み
な
さ
ま
を

は
じ
め
関
係
者
の
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

シ
ー
マ
ン
シ
ッ
プ
を
兼
ね
備
え
た
セ
ー
リ
ン
グ

指
導
者
の
育
成
を
図
る
事
業
と
し
て
長
年
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

過
去
に
は
セ
ー
リ
ン
グ
の
普
及
に
必
要
な
組

織
や
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
講
習
を
開
催
し
ま

し
た
。
特
に
欧
米
で
は
馴
染
み
の
ヨ
ッ
ト
ク
ラ

ブ
の
歴
史
と
現
状
に
つ
い
て
学
び
、日
本
で
も

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
楽
し
め
る
地
域

の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
よ
り
多
く
誕
生
す
る
よ

う
、ク
ラ
ブ
の
運
営
、セ
ー
リ
ン
グ
の
指
導
が
で

き
る
人
材
の
育
成
に
努
め
て
き
ま
し
た
。あ
る

い
は
、ほ
か
の
水
辺
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
と
の
連
携
、
地
域
の
活
性
化
と
セ
ー
リ

ン
グ
な
ど
、
関
連
す
る
方
々
と
の
意
見
交
換
の

場
と
し
て
講
習
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
の
開
催
概
要

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

報
告
、
外
洋
レ
ー
ス
の
安
全
対
策
、
ジ
ュ
ニ
ア

ユ
ー
ス
世
代
の
制
式
艇
種
展
開
状
況
報
告
、
海

上
保
安
庁
や
運
輸
安
全
委
員
会
か
ら
海
難
事
故

に
つ
い
て
の
最
新
情
報
提
供
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
で
、
安
全
の
確
保
に
つ
い
て
の
活
動

の
み
な
ら
ず
、
今
後
の
指
導
者
の
あ
り
方
を
議

論
す
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
特
別
委
員
会
の
委
員
長
に
就

任
し
た
西
岡
一
正
副
会
長
か
ら
の
ロ
ン
ド
ン
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
報
告
や
リ
オ
に
向
け
た
チ
ャ
レ
ン

ジ
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、
ジ
ュ
ニ
ア
か
ら

高
体
連
、
学
連
な
ど
各
層
で
途
切
れ
て
い
た

ユ
ー
ス
世
代
を
一
貫
し
た
考
え
の
も
と
に
育
成

強
化
を
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ

に
は
、
選
手
を
共
通
の
認
識
の
も
と
に
、
必
要

な
育
成
ポ
イ
ン
ト
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
コ
ー
チ

ン
グ
ス
タ
ッ
フ
の
強
化
と
機
能
分
担
で
き
る
組

織
、
そ
し
て
そ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
が
重
要

で
あ
る
こ
と
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
河
野
博
文
会
長
か
ら
は
、
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ

総
会
で
の
日
本
提
案
に
よ
っ
て
ウ
イ
ン
ド
サ
ー

フ
ィ
ン
R
Ｓ
：
Ｘ 

男
女
種
目
が
復
活
し
た
経

緯
が
説
明
さ
れ
、
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
に
お
け
る
Ｊ
Ｓ
Ａ

Ｆ
の
位
置
づ
け
が
少
し
ず
つ
上
が
っ
て
き
た
こ

と
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
小
山
泰
彦
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
事

務
局
長
か
ら
、
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
に
つ
い
て
は

Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
か
ら
は
開
催
要
件
を
満
た
し
て
い
る

と
の
認
定
を
受
け
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
参
加

者
か
ら
２
０
２
０
年
に
向
け
て
盛
り
上
げ
て
い

こ
う
と
の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
は
、
外
洋
安
全
に
つ
い
て
は
大
坪
明

外
洋
安
全
委
員
長
、
漆
谷
伸
介
氏
（
運
輸
安
全

委
員
会
事
故
防
止
調
査
官
）、長
村
美
幸
氏
（
海

上
保
安
庁
東
京
海
上
保
安
部
航
行
安
全
第
一
課

第
一
海
務
係
長
）
か
ら
、「
事
故
防
止
に
対
す

岡嶋佳治高体連ヨット専門部部長

斉藤威普及委員長

大坪明外洋安全委員長

川北達也指導者副委員長

森信和国体副委員長

司会の棚橋善克指導者副委員長
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1 

意
見
交
換
会
の
目
的

　

ま
ず
、
意
見
交
換
会
開
催
の
呼
び
か
け
の
文

章
を
紹
介
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

オ
リ
特
の
役
割
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
す

セ
ー
ラ
ー
、
コ
ー
チ
を
支
援
し
、
メ
ダ
ル
を
獲

得
で
き
る
強
化
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
で
す
。

　

一
方
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
不
調
か

ら
、
お
そ
ら
く
文
科
省
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
、 

ス
ポ
ー
ツ

振
興
セ
ン
タ
ー
（
含
むtoto

）
等
か
ら
の
資

金
的
援
助
は
２
割
近
く
が
削
減
さ
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
マ
ル
チ
サ
ポ
ー
ト
の
対
象
種
目
か
ら

セ
ー
リ
ン
グ
が
外
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
さ
ら
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
活
動
資
金
の

内
、
次
年
度
に
繰
り
越
す
こ
と
が
で
き
る
余
剰

金
は
、
寄
付
問
題
解
決
の
た
め
Ｊ
Ｏ
Ｃ
へ
の
返

却
資
金
と
し
て
使
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
底

を
つ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
今
ま
で
オ
リ

特
が
果
た
し
て
き
た
役
割
の
一
部
は
、
縮
小
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
メ
ダ
ル
を
狙
う
と
い
う
視

点
か
ら
は
、
企
業
チ
ー
ム
の
努
力
だ
け
で
は
な

く
、
オ
リ
特
が
「
競
争
の
場
」
を
提
供
す
る
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。「
競
争
の
場
」

に
セ
ー
リ
ン
グ
の
最
新
技
術
を
導
入
し
、
競
争

を
通
じ
て
選
手
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
期
待

で
き
ま
す
。
ま
た
海
外
か
ら
コ
ー
チ
と
選
手
を

招
く
こ
と
に
よ
り
、
情
報
交
換
と
選
手
、
コ
ー

チ
の
技
術
向
上
を
図
る
こ
と
も
で
き
る
と
も
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
長
期
的
な
視
点
か
ら
、
ユ
ー
ス
世
代

の
育
成
、
強
化
を
促
進
す
る
た
め
の
場
に
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ユ
ー
ス
選
手
、
指
導
者

を
招
聘
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
す
選
手
た

ち
と
広
く
接
触
し
、
長
期
的
な
選
手
育
成
と

コ
ー
チ
陣
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
の
で

す
。
こ
の
試
み
は
８
年
か
ら
12
年
の
長
期
に
わ

た
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
こ
の
よ
う
な
体
制
を
支
え
る
た
め

の
財
務
基
盤
を
作
る
必
要
を
強
く
感
じ
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
強
化
を
事
業
と
捉
え
、
一

般
企
業
を
含
め
た
支
援
体
制
を
構
築
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
こ
れ
ま
で
の
反
省
か
ら
の
改
善
点
と

合
わ
せ
、
基
本
方
針
の
叩
き
台
を
ま
と
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
理
事
会
か
ら
今
後
の

活
動
に
透
明
性
を
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を

担
保
す
る
た
め
に
諮
問
機
関
を
設
置
す
る
こ
と

も
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

始
め
る
コ
ー
チ
、
選
手
、
支
援
関
係
者
に
、
オ

リ
特
に
期
待
し
、
求
め
る
役
割
を
お
教
え
い
た

だ
き
た
い
と
の
趣
旨
で
今
回
の
意
見
交
換
の
場

を
設
け
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
意
見
を
伺
い
、
リ

オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、

そ
し
て
そ
の
先
を
見
据
え
、
勝
て
る
チ
ー
ム
づ

く
り
を
目
指
し
た
い
と
考
え
ま
す
。（
西
岡
一

正
オ
リ
特
委
員
長
）

2 

飛
び
出
し
た
様
々
な
意
見

　

こ
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
参
加
し
た
方
々
の

意
見
を
抜
粋
し
て
紹
介
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
発
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
意
見
が
出
さ
れ

た
。

企
業
チ
ー
ム
代
表　

坂
本
亘
氏
（
日
吉
染
業
所
属
、
シ
エ

ス
タ
チ
ー
ム
）

　

レ
ー
ザ
ー
ク
ラ
ス
・
ユ
ー
ス
の
選
手
強
化
に

つ
い
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
な
ど
の
海
外
か
ら
コ
ー
チ
を
招
聘
し
、
練
習

方
法
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ

な
ど
を
伝
授
し
て
も
ら
う
。　
年
間
３
～
４
回
、

各
1
週
間
開
催
。
場
所
は
和
歌
山
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ト
レ
セ
ン
で
、１
カ
月
、３
カ
月
単
位
で
強
化
。

年
間
予
算
（
推
定
）
は
年
４
回
で
２
０
０
万
円

く
ら
い
を
想
定
。

　

高
体
連
の
Ｆ
Ｊ
か
ら
４
２
０
へ
の
動
き
が
あ

る
が
、
レ
ー
ザ
ー
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ク
ラ
ス
の
採

用
も
お
願
い
し
た
い
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
→
イ
ン

カ
レ
→
そ
の
後
の
活
躍
の
場
と
し
て
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
と
い
う
パ
ス
ウ
ェ
イ
を
提
案
し
た
い
。

日
本
４
７
０
級
協
会
理
事　

信
時
裕
氏

　

４
７
０
級
協
会
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
普
及
活

動
。
国
内
の
選
手
層
を
厚
く
し
、
国
内
レ
ー
ス

で
の
人
材
を
発
掘
し
、
オ
リ
特
へ
の
橋
渡
し
と

い
う
構
図
で
、
オ
リ
特
と
同
一
の
視
線
で
強
化

を
し
て
い
き
た
い
。

　

現
状
は
ト
ッ
プ
層
の
下
の
選
手
層
が
薄
い
。

ま
た
、
国
内
で
の
競
争
の
場
が
な
い
、
次
世
代

の
女
子
が
い
な
い
、
全
日
本
４
７
０
の
レ
ベ
ル

は
10
年
前
と
比
べ
て
低
下
し
て
い
る
。

　

ま
た
全
日
本
４
７
０
へ
の
憧
れ
や
意
欲
が
薄

れ
、
出
た
い
と
思
う
選
手
が
少
な
い
。
学
生
は

イ
ン
カ
レ
で
燃
え
尽
き
て
し
ま
う
、
学
校
の
都

合
で
全
日
本
に
参
加
が
で
き
な
い
。
卒
業
し
て

セ
ー
リ
ン
グ
を
続
け
る
選
手
が
少
な
く
な
り
、

社
会
人
選
手
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

４
７
０
級
協
会
は
、「
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
と

い
う
も
の
を
実
施
し
、
協
会
か
ら
選
手
へ
の
支

援
を
３
年
前
か
ら
開
始
し
た
。
こ
れ
は
海
外
遠

征
の
金
銭
的
支
援
を
行
う
も
の
で
、
海
外
で
習

得
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
日
本
国
内
に
還
元
し
て
も

ら
お
う
と
い
う
趣
旨
。
ま
た
、
学
生
の
ト
ッ
プ

選
手
へ
資
金
を
出
し
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
ワ
ー
ル
ド

の
遠
征
を
支
援
。
３
年
前
に
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で

支
援
し
た
ジ
ュ
ニ
ア
・
ワ
ー
ル
ド
出
場
者
が
イ

ン
カ
レ
で
活
躍
し
た
と
い
う
実
績
も
あ
る
。

日
本
Ｏ
Ｐ
協
会
理
事　

田
中
令
江
氏

　
Ｏ
Ｐ
協
会
は
24
県
、
44
ク
ラ
ブ
、
３
４
０
人

ほ
ど
の
選
手
が
登
録
し
て
い
る
（
選
手
登
録
以

外
も
含
め
る
と
総
勢
５
０
０
人
程
度
）

　

全
日
本
選
手
権
は
１
４
０
人
ほ
ど
が
参
加
。

全
日
本
は
海
外
遠
征
１
次
予
選
と
な
っ
て
お

り
、
ト
ッ
プ
40
人
が
翌
年
３
月
の
最
終
選
考
会

へ
進
出
す
る
。
そ
の
結
果
、世
界
選
手
権
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
、
北
欧
選
手
権
へ
各
20
人
ほ

ど
派
遣
し
て
い
る

　

海
外
派
遣
決
定
後
は
５
月
に
合
宿
し
、
夏
休

み
に
海
外
レ
ー
ス
派
遣
と
い
う
流
れ
。
世
界
選

手
権
に
は
コ
ー
チ
を
帯
同
し
て
い
る
。
世
界
選

手
権
に
は
若
干
の
資
金
的
な
補
助
は
あ
る
が
、

ほ
か
の
レ
ー
ス
は
自
己
負
担
。

　
Ｏ
Ｐ
は
次
の
艇
種
が
決
ま
ら
な
い
。
40
人
ほ

ど
い
る
中
学
３
年
生
の
選
手
で
全
日
本
に
参
加

す
る
の
は
20
人
程
度
。
高
校
ヨ
ッ
ト
部
で
活
躍

す
る
の
は
15
人
程
度
。
大
学
は
高
校
で
で
き
な

か
っ
た
選
手
が
戻
っ
て
く
る
の
で
人
数
は
若

干
、
増
加
の
傾
向
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
イ
ン
カ
レ
の
上
位
は
Ｏ
Ｐ

経
験
者
が
多
い
。
合
宿
→
予
選
→
全
日
本
→
選

考
会
の
道
筋
は
明
確
で
、
そ
こ
ま
で
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
つ
シ
ス
テ
ム
は
あ
る
が
、
海

外
遠
征
参
加
が
決
定
し
た
時
点
で
止
ま
っ
て
し

ま
う
。
海
外
レ
ー
ス
で
上
位
に
行
く
ノ
ウ
ハ
ウ

が
な
い
。

　
Ｏ
Ｐ
の
選
手
た
ち
は
必
ず
し
も
ア
ス
リ
ー
ト

タ
イ
プ
で
は
な
い
。
小
中
学
生
向
け
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
方
法
な
ど
が
ほ
し
い
保
護
者
は
高
校
、

大
学
ま
で
は
見
通
せ
る
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま

で
は
目
が
い
か
な
い
。
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
に
夢
を
持
て

リ
オ
五
輪
、
そ
し
て
そ
の
先
を
め
ざ
し
て

「
選
手
強
化
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
」

11
月
10
日
、
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
特
別
委
員
会
（
オ
リ
特
）、
ジ
ュ
ニ
ア
・
ユ
ー
ス
育
成
強
化
委
員
会
が
中
心
に
な
っ
て

「
今
後
の
選
手
強
化
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
」
の
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。
概
要
を
お
伝
え
す
る
。
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る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

　

今
の
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
子
ど
も
た

ち
に
はJ-SA

ILIN
G

が
届
か
な
い
。
様
々
な

艇
種
の
情
報
が
載
る
本
誌
は
子
ど
も
た
ち
、
そ

の
親
た
ち
の
視
野
を
広
げ
る
こ
と
に
な
る
と
思

わ
れ
る
の
で
、
Ｏ
Ｐ
の
子
ど
も
に
も
届
く
よ
う

に
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

北
京
五
輪
出
場　

松
永
鉄
也
氏
（
ス
リ
ー
ボ
ン
ド
所
属
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
ア
テ
ネ
か
ら
ス
タ
ー
ト
）

　

選
手
が
発
言
で
き
る
場
を
作
る
こ
と
が
大
事

で
、
選
手
会
な
ど
の
組
織
も
よ
い
。

　

オ
リ
特
の
決
定
事
項
を
報
告
さ
れ
る
だ
け

で
、
選
手
の
立
場
か
ら
は
そ
れ
に
つ
い
て
は
発

言
で
き
な
い
。
選
手
の
た
め
の
組
織
な
の
で
、

選
手
の
理
解
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か
。
選
手
は
基
本
的
に
フ
ィ
ジ
カ

ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
練
習
に
集
中
し
た
い
。

　

４
７
０
級
の
現
場
か
ら
の
意
見
と
し
て
は
、

ボ
ー
ト
ス
ピ
ー
ド
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
ト
ッ

プ
と
そ
の
下
の
層
で
、
と
く
に
ダ
ウ
ン
ウ
イ
ン

ド
で
差
が
あ
る
。
日
本
国
内
だ
け
で
練
習
し
て

い
て
は
限
界
が
あ
る
。
海
外
の
選
手
と
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
が
て
っ
と
り
ば
や
い
の
で
は
な
い

か
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
（
Ｎ
Ｔ
）
は
海
外

遠
征
中
の
レ
ー
ス
の
中
で
そ
れ
を
学
ん
だ
が
、

レ
ー
ス
以
外
で
そ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
れ

ば
、
レ
ー
ス
で
ボ
ー
ト
ス
ピ
ー
ド
に
集
中
で
き

る
。

　

北
京
五
輪
前
は
強
化
合
宿
が
あ
っ
た
。
ロ
ン

ド
ン
の
と
き
は
な
く
、
練
習
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

は
企
業
チ
ー
ム
ま
か
せ
に
な
っ
て
い
た
。
合
宿

の
場
が
あ
れ
ば
、
切
磋
琢
磨
で
き
る
。

　

強
化
合
宿
が
あ
れ
ば
、
Ｎ
Ｔ
と
そ
の
下
の
層

の
ギ
ャ
ッ
プ
が
縮
ま
る
。
合
宿
は
学
生
も
入
れ

て
、
様
々
な
架
け
橋
を
つ
く
る
。
と
く
に
今
回

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
Ｎ
Ｔ
が
恐
怖
を
感
じ

る
よ
う
な
Ｎ
Ｔ
以
外
の
選
手
が
い
な
か
っ
た
。

学
生
の
中
に
も
恐
怖
を
感
じ
さ
せ
る
選
手
が
少

な
く
な
い
。切
磋
琢
磨
し
、常
に
緊
張
感
を
も
っ

て
練
習
し
た
い
が
現
状
は
そ
う
で
は
な
い
。
大

学
は
イ
ン
カ
レ
主
体
だ
が
、
そ
れ
で
も
思
い
が

あ
る
選
手
が
い
る
は
ず
。
そ
れ
ら
選
手
と
の
架

け
橋
、
相
談
役
に
オ
リ
特
が
な
っ
て
ほ
し
い
。

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー　

中
村
和
哉
氏

　

地
域
に
は
優
秀
な
コ
ー
チ
、
選
手
が
い
て
、

み
ん
な
が
集
合
す
る
場
が
レ
ー
ス
で
あ
る
。
Ｎ

Ｔ
Ｃ
は
そ
の
よ
う
な
各
地
域
の
優
秀
な
人
材
が

集
結
で
き
る
種
目
間
を
つ
な
げ
る
場
、
Ｎ
Ｔ
の

集
合
場
所
、
情
報
交
換
の
場
、
切
磋
琢
磨
す
る

場
と
し
て
い
き
た
い

日
本
経
済
大
学
ヨ
ッ
ト
部
監
督　

三
船
和
馬
氏

　

選
手
育
成
の
場
を
考
え
る
と
、
日
本
は
学
校

と
い
う
シ
ス
テ
ム
の
中
が
合
理
的
。

　

選
手
と
コ
ー
チ
は
相
互
の
理
解
が
必
要
。

ジ
ュ
ニ
ア
は
基
礎
を
叩
き
込
む
が
、
高
校
・
大

学
は
自
分
で
考
え
る
力
を
育
成
す
る
こ
と
が
必

要
。
そ
こ
で
、
コ
ー
チ
ン
グ
が
非
常
に
大
事
に

な
り
、
技
術
的
に
も
選
手
と
一
緒
に
や
る
こ
と

が
必
要
。

　

デ
ジ
タ
ル
解
析
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
時

代
だ
か
ら
こ
そ
、
目
標
の
数
値
化
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
レ
ー
ス
そ
の
も
の
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を

上
げ
る
必
要
が
あ
る
。
現
状
は
正
確
な
技
術
が

使
用
で
き
る
レ
ー
ス
に
な
っ
て
い
な
い
。

　

正
確
な
ボ
ー
ト
ス
ピ
ー
ド
、
バ
ラ
ン
ス
を

コ
ー
チ
ン
グ
す
る
必
要
が
あ
る
。
筋
力
・
持
久

力
の
あ
る
選
手
に
対
し
、
い
か
に
技
術
的
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
は
か
れ
る
か
が
重
要
。
日
本
は
世

界
を
追
い
か
け
る
立
場
、
そ
れ
で
は
金
メ
ダ
ル

は
と
れ
な
い
。
先
を
行
く
知
恵
が
必
要
。

　

４
７
０
級
は
日
本
人
に
向
い
て
い
る
。
ま
ず

は
そ
の
４
７
０
で
メ
ダ
ル
を
と
っ
て
か
ら
、
ほ

か
の
種
目
に
行
く
の
が
い
い
の
で
は
。
メ
ダ
ル

を
取
ら
な
い
と
、
ワ
ー
ル
ド
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位

で
も
失
敗
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
。

選
手
代
表　

山
田
寛
氏
（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

→
キ
ー
ル
ボ
ー
ト
で
活
動
）

　
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
主
導
の
強
化
に
賛
成
。
今
ま
で
な

か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
？　
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
と
企
業

チ
ー
ム
の
間
で
、
人
間
関
係
が
う
ま
く
連
携
が

と
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
好
き
嫌

い
か
ら
の
脱
却
が
必
要
。

　

ま
た
、
き
ち
ん
と
教
え
ら
れ
る
コ
ー
チ
が
必

要
で
は
な
い
か
。
こ
れ
ま
で
、
個
人
的
に
は
技

術
を
説
明
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
な
い
。
Ｎ
Ｔ

の
選
手
に
は
説
明
し
づ
ら
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
感
覚
的
に
分
か
っ
て
い
て
も
、
理
論
で
わ

か
っ
て
い
な
い
選
手
が
多
い
。
そ
こ
を
修
正
で

き
る
コ
ー
チ
が
必
要
。

　

ロ
ン
ド
ン
に
向
け
て
、
風
の
調
査
や
マ
ス
ト

開
発
の
新
し
い
試
み
が
あ
っ
た
。
今
ま
で
と
は

違
っ
た
試
み
だ
っ
た
の
で
非
常
に
よ
い
と
思

う
。
実
際
そ
れ
が
ど
れ
だ
け
役
に
立
っ
た
か
は

わ
か
ら
な
い
が
、
選
手
の
考
え
を
汲
み
取
っ
た

も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
選
手
と
連
携
し
、
実
際

に
使
え
る
よ
う
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

早
稲
田
大
学
ヨ
ッ
ト
部
監
督　

畠
山
知
之
氏

　

イ
ン
カ
レ
で
も
風
の
調
査
、
海
面
の
調
査
を

や
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
を
ち
ゃ
ん
と
理
解

し
た
選
手
が
結
果
を
出
し
た
。
オ
リ
特
の
調
査

を
開
示
す
る
の
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

　

ダ
ウ
ン
ウ
イ
ン
ド
の
課
題
と
い
う
話
が
出
た

が
、そ
れ
に
は
ど
う
取
り
組
ん
だ
の
か
？
レ
ー

ス
に
臨
む
前
に
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
が
あ
り
ス
ピ
ー

ド
、
そ
し
て
タ
ク
テ
ィ
ク
ス
が
あ
る
。
オ
リ
特

が
組
織
と
し
て
課
題
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な

か
っ
た
か
。

　

国
内
選
手
層
の
格
差
が
広
が
り
す
ぎ
て
い

る
。
Ｎ
Ｔ
選
手
が
一
般
や
学
生
選
手
に
対
し
て

レ
ク
チ
ャ
ー
す
る
場
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は

な
い
か
。
学
生
の
レ
ー
ス
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合

わ
せ
て
Ｎ
Ｔ
選
手
の
講
習
会
が
あ
れ
ば
、
学
生

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
の
で
、
交
流

会
の
よ
う
な
機
会
を
設
け
て
ほ
し
い
。

高
体
連
ヨ
ッ
ト
専
門
部
部
長　

岡
嶋
佳
治
氏

　

高
校
生
に
関
し
て
は
、
競
技
よ
り
教
育
が
主

眼
。
自
分
で
考
え
て
実
行
し
、
得
た
知
識
を
使

え
る
よ
う
に
と
教
育
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
が

ベ
ー
ス
と
な
っ
て
強
く
な
っ
て
い
く
。

　

高
校
生
の
活
動
に
は
顧
問
が
必
要
で
、顧
問・

指
導
者
の
育
成
が
必
要
。
顧
問
の
先
生
の
知
識

が
少
な
い
の
で
、
こ
の
強
化
も
必
要
。
ま
た
、

高
校
生
の
実
際
の
活
動
は
２
年
間
し
か
な
い
。

　

高
体
連
ヨ
ッ
ト
専
門
部
は
、
資
金
不
足
な
の

で
活
動
は
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
。
各
水
域
に
Ｊ

Ｓ
Ａ
Ｆ
か
ら
コ
ー
チ
を
派
遣
し
、
指
導
者
や
選

手
育
成
が
で
き
れ
ば
よ
い
の
で
は
。
コ
ー
チ
が

い
な
い
水
域
も
あ
る
の
で
、
派
遣
し
て
も
ら
う

の
も
ひ
と
つ
の
方
法
で
は
な
い
か
。

ノ
ー
ス
セ
ー
ル 

ジ
ャ
パ
ン　

菊
池
誠
氏

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
コ
ー
チ
、
ビ
ク
タ
ー
・

コ
バ
レ
ン
コ
が
な
ぜ
す
ご
い
の
か
と
い
う
と
、

彼
は
選
手
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
の
が

う
ま
い
。
各
選
手
の
目
標
・
テ
ー
マ
を
決
め
て

合
宿
を
す
る
。
練
習
時
間
は
基
本
３
時
間
（
帆

走
は
２
時
間
ほ
ど
）。

　

た
と
え
ば
、
10
ノ
ッ
ト
以
下
の
ア
ッ
プ
ウ
イ

ン
ド
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
で
２
時
間
と
い
う
練

習
メ
ニ
ュ
ー
の
場
合
、
10
ノ
ッ
ト
以
上
に
な
る

と
練
習
を
や
め
る
。
10
ノ
ッ
ト
以
下
で
行
う
と

い
う
こ
と
を
徹
底
し
て
い
る
。

　

２
ボ
ー
ト・シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
、パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
数
値
化
し
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
用
い
て
評
価

し
、
個
々
の
テ
ー
マ
を
選
別
で
き
る
。

　

日
本
チ
ー
ム
は
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
に
頼
り
す
ぎ

て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
身
体
を
使
っ
て

セ
ー
リ
ン
グ
を
す
る
。
キ
ネ
テ
ィ
ク
ス
と
セ
ー

リ
ン
グ
ス
キ
ル
が
伴
っ
て
い
る
。Sail Fast

と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
こ
れ
は 

フ
ィ
ジ
カ

ル
の
要
素
が
強
い
。
い
つ
も
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ

で
ど
れ
く
ら
い
セ
ー
リ
ン
グ
が
で
き
る
体
力
が

あ
る
か
と
い
う
視
点
が
必
要
。

　

フ
ィ
ジ
カ
ル
が
強
く
、
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
・
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
な
い
と
２
ボ
ー
ト
シ
ス
テ

ム
は
活
き
な
い
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
レ
ベ
ル
の

選
手
で
は
活
き
る
が
、
し
か
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー

が
同
じ
能
力
で
ば
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。　

　

レ
ー
ス
に
奇
跡
は
な
い
。
歴
史
の
あ
る
ク
ラ

ス
で
は
な
お
さ
ら
奇
跡
は
起
こ
ら
な
い
。
コ
ー

チ
、
選
手
は
地
道
な
練
習
が
必
要
。

　

ま
た
、
ル
ー
ル
に
精
通
す
る
こ
と
も
大
切
。

判
例
集
を
全
部
覚
え
て
い
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
ジ
ュ
リ
ー
を
呼
ん
で
勉
強
を
も
っ
と
す
る

必
要
が
あ
る
。
プ
ロ
テ
ス
ト
能
力
を
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
の
選
考
基
準
に
入
れ
る
の
も
よ
い

の
で
は
な
い
か
。

　
3 

今
後
の
強
化
に
つ
い
て

　

こ
れ
ら
の
発
言
の
後
、
西
岡
オ
リ
特
委
員
長

か
ら
、
今
後
の
強
化
の
あ
り
方
を
探
る
意
見
が

提
出
さ
れ
た
。

　
「
競
争
の
場
」
が
必
要
だ
が
、
ど
の
よ
う
な

場
に
す
る
か
が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　

場
を
作
っ
て
も
得
る
も
の
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
得
る
も
の
を
与
え
る
の
が
オ
リ
特
の
使

命
。デ
ー
タ
も
ノ
ウ
ハ
ウ
も
あ
る
は
ず
。ス
タ
ッ

フ
も
勉
強
が
必
要
。

　

ま
た
、
場
を
作
る
こ
と
に
よ
り
ユ
ー
ス
選
手

も
巻
き
込
む
。
４
７
０
級
の
選
手
と
同
じ
海
域

を
走
る
だ
け
で
も
よ
い
。
背
中
を
見
せ
る
だ
け

で
も
よ
い
。
そ
し
て
、
コ
ー
チ
と
の
連
携
を
図

る
。
情
報
の
共
有
化
、
コ
ー
チ
の
レ
ベ
ル
の
引

き
上
げ
が
ポ
イ
ン
ト
。

　

も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
は
、
資
金
の
確
保
。

今
の
計
画
で
は
５
５
０
０
万
円
の
事
業
資
金
を

Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
に
は
、
ス
ポ
ン
サ
ー
価
値
が
あ
る
場
に

し
て
、
資
金
を
募
り
や
す
い
環
境
に
す
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
一
過
性
で
は
な
く
、
持
続
的

に
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
は
Ｊ
Ｓ

Ａ
Ｆ
の
組
織
と
し
て
の
理
解
と
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

が
必
要
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
諮
問
委
員
会
な
ど
を
設
置

し
て
組
織
と
し
て
の
透
明
性
の
確
保
し
、
そ
し

て
多
岐
に
わ
た
る
会
計
・
事
務
負
担
の
軽
減
を

図
る
こ
と
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

こ
の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
以
外
に
も
、
様
々

な
意
見
、
提
案
が
披
露
さ
れ
た
。
紙
幅
に
限
り

が
あ
る
の
で
、
会
議
録
詳
細
は
オ
リ
特
Ｈ
Ｐ
を

参
照
い
た
だ
き
た
い
。
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❶
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

　

ま
で
の
強
化
策

　

２
０
０
４
年
ア
テ
ネ
以
降
「
セ
ー
リ
ン
グ

チ
ー
ム
ジ
ャ
パ
ン
」
と
し
て
万
全
の
組
織
力
を

つ
け
て
い
く
こ
と
を
主
眼
に
置
き
、
２
０
０
８

年
北
京
以
降
さ
ら
な
る
組
織
体
制
を
強
化
し
、

国
際
競
技
力
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
ロ
ン

ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
目
標
と
し
て
「
メ
ダ
ル

獲
得
、
複
数
種
目
入
賞
」
を
掲
げ
た
。

　

日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
を
支
え
る
企
業
ス

ポ
ー
ツ
活
動
も
経
済
環
境
の
変
化
等
に
よ
り
20

年
前
ほ
ど
か
ら
衰
退
し
始
め
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
目
指
す
ア
ス
リ
ー
ト
数
も
大
幅
に
減
る
中
、

セ
ー
リ
ン
グ
も
い
か
に
選
手
強
化
を
進
め
る

か
、
そ
し
て
い
か
に
世
界
と
の
競
争
力
を
向
上

さ
せ
る
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ

の
た
め
に
は
競
技
団
体
（
以
下
Ｎ
Ｆ
）
が
魅
力

あ
る
強
化
プ
ラ
ン
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
す

る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

結
果
的
に
北
京
で
は
企
業
チ
ー
ム
と
Ｎ
Ｆ
双

方
が
終
始
「
戦
う
た
め
の
価
値
観
」
を
共
有
す

る
こ
と
が
で
き
４
７
０
級
男
子
が
７
位
入
賞
を

収
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
２
０
０
９
年

以
降
に
は
そ
れ
を
一
歩
進
め
「
世
界
と
戦
え
る

選
手
」（
Ｎ
Ｆ
オ
リ
特
、
選
手
ラ
ン
キ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
上
位
者
）
に
あ
え
て
対
象
を
絞
り
、
選

手
間
の
切
磋
琢
磨
を
求
め
る
と
と
も
に
、
彼
ら

の
競
技
活
動
環
境
の
充
実
と
強
化
推
進
の
た
め

の
「
選
択
と
集
中
」
も
実
施
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
成
果
の
ひ
と
つ
と
し
て
マ
ル

チ
サ
ポ
ー
ト（
国
家
事
業
）の
支
援
を
受
け
る

こ
と
が
叶
い
、
か
つ
て
な
い
練
習
環
境
や
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
れ
は
４
７
０
級
男
女
の
こ
れ
ま
で

の
活
躍
に
よ
る
文
科
省
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
Ａ
種
目

（
メ
ダ
ル
獲
得
の
期
待
が
あ
る
）
認
定
に
よ
る

も
の
で
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
し
の
ぐ
国
の

セ
ー
リ
ン
グ
競
技
へ
の
「
サ
ポ
ー
ト
・
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
」
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
幸

い
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
支
援
は
絶
大
な
も
の
で
「
人
・
も

の
・
道
具
・
情
報
」
な
ど
、
こ
の
１
年
間
お
よ

び
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間
中
を
通
し
て
ほ
ぼ
完
璧

な
チ
ー
ム
支
援
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
道
具
開
発
、
各
種
調
査
の
実
施
、
加
え
て

会
期
以
前
か
ら
長
期
に
わ
た
り
管
理
栄
養
士
、

ト
レ
ー
ナ
ー
、
そ
し
て
情
報
ス
タ
ッ
フ
が
現
地

入
り
す
る
な
ど
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
の
フ
ル
サ

ポ
ー
ト
が
実
現
で
き
た
（
詳
細
は
後
述
「
③
マ

ル
チ
サ
ポ
ー
ト
実
施
事
項
」
参
照
）。

　

さ
ら
に
、
フ
ィ
ー
ル
ド
面
で
は
Ｎ
Ｆ
と
企
業

チ
ー
ム
と
の
連
携
を
図
る
試
み
、
コ
ー
チ
陣
の

指
導
力
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
取
り
組
み
も
試

み
た
。
ま
た
フ
ロ
ン
ト
面
で
も
多
岐
に
わ
た
る

業
務
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
専
門
職
な
ど
適

材
適
所
の
人
材
の
配
置
も
お
こ
な
っ
た
。

① 

選
手
活
動
環
境
の
整
備
・
充
実　

　

ア
テ
ネ
以
降
の
継
続
事
項
と
し
て
選
手
個
々

の
努
力
で
世
界
を
目
指
し
て
い
た
環
境
を
改
善

す
る
た
め
に
、
物
流
と
補
助
体
制
な
ど
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
業
務
を
チ
ー
ム
全
体
で
連
携
す
る
こ
と

に
よ
り
、
選
手
の
コ
ス
ト
負
担
を
少
な
く
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

選
手
が
競
技
活
動
を
円
滑
に
で
き
る
よ
う
に

体
制
を
整
え
る
こ
と
を
目
的
に
実
力
選
手
の
受

け
入
れ
先
を
探
し
、
可
能
性
を
も
っ
た
選
手
が

努
力
す
れ
ば
目
標
達
成
が
で
き
る
と
い
う
環
境

整
備
に
取
り
か
か
っ
た
が
具
体
的
な
成
果
は
挙

げ
ら
れ
な
か
っ
た
、
こ
れ
は
今
後
も
継
続
し
て

取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
（
以
下
Ｎ
Ｔ
）

と
し
て
の
強
化
合
宿
を
増
や
し
、
チ
ー
ム
・
選

手
個
別
の
コ
ー
チ
だ
け
で
な
く
、
種
目
別
Ｎ
Ｔ

担
当
コ
ー
チ
が
指
導
・
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
体
制

を
作
り
始
め
た
。
さ
ら
に
企
業
チ
ー
ム
か
ら

の
人
材
が
強
化
組
織
内
部
に
入
る
よ
う
に
し
、

チ
ー
ム
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
、
種
目

別
の
横
断
的
な
つ
な
が
り
も
強
化
し
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
本
番
で
の
団
結
力
を
作
る
こ
と
を
目
標

と
し
た
。

2012年
ロンドンオリンピック
報告

7月27 日から 8月12 日まで英国・ウェーマスで開催された
第 30 回ロンドンオリンピックセーリング競技に関して、
JSAF 日本代表選手団から報告書が発表された。
本号と次号の 2 回に分けて掲載する。なお、文中に「資料参照」という表記が出てくるが、
その資料に関しては紙幅の制約で本誌に掲載できなかった。
これに関してはＪＳＡＦオリンピック特別委員会のホームページを参照いただきたい。 写真・中島一茂
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② 
ラ
ン
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

　

ア
テ
ネ
以
降
、
経
験
値
で
判
断
し
て
い
た
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ク
ラ
ス
の
実
力
評
価
を
改
め
る
べ

く
、
国
際
的
に
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
い
る
４
７
０

級
男
女
を
強
化
の
軸
に
お
き
、
国
内
で
活
動
し

て
い
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ク
ラ
ス
８
種
目
に
対
し

て
、
そ
の
ク
ラ
ス
お
よ
び
選
手
の
国
際
レ
ベ
ル

で
の
力
を
参
加
艇
数
の
違
い
、
参
加
国
数
の
違

い
な
ど
も
考
慮
に
い
れ
、
各
世
界
選
手
権
の
成

績
か
ら
個
々
の
実
力
を
判
定
す
る
ラ
ン
キ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。
メ
ダ
ル
お
よ
び
入
賞

が
狙
え
る
種
目
を
見
極
め
て
い
く
上
の
有
効
な

手
段
と
考
え
た
。

　

ま
た
ラ
ン
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
艇
種

別
お
よ
び
個
人
別
ラ
ン
キ
ン
グ
が
明
確
と
な

り
、
海
外
遠
征
等
に
お
け
る
支
援
内
容
に
反
映

（
差
別
化
）
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

◎
「
選
択
と
集
中
」の
履
行（
執
行
）

　

北
京
終
了
２
年
後
の
２
０
１
１
年
度
よ
り
、

前
記
ラ
ン
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
基
に
各
種
目
上

位
Ｎ
Ｔ
２
チ
ー
ム
に
対
し
、
よ
り
優
遇
（
差
別

化
）
し
た
活
動
環
境
（
遠
征
費
用
等
の
補
助
支

援
等
）
の
付
与
を
お
こ
な
う
こ
と
と
し
た
。
世

界
上
位
チ
ー
ム
に
対
等
で
き
得
る
環
境
支
援
と

な
っ
た
。

③ 

体
調
管
理
と
栄
養
管
理
（
事
項
）　　

　

個
々
に
ま
か
せ
て
い
た
体
調
管
理
に
つ
い
て

も
ア
テ
ネ
以
降
も
継
続
し
、
国
立
ス
ポ
ー
ツ
科

学
セ
ン
タ
ー（
以
下
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）で
の
ア
ス
リ
ー

ト
チ
ェ
ッ
ク
、
運
動
能
力
の
向
上
、
負
傷
や
疲

労
に
対
す
る
ケ
ア
、
栄
養
や
水
分
補
給
な
ど
の

体
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
作
り
に
着
目
し
、

従
来
通
り
年
１
回
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
合
宿
を
行
い
、
ト

レ
ー
ナ
ー
、
管
理
栄
養
士
帯
同
に
よ
る
Ｎ
Ｔ
と

し
て
の
講
習
を
行
っ
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

に
よ
っ
て
海
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
に
対
す
る
選
手
の
意
識
が
変
わ

る
も
の
と
考
え
た
。（
資
料
１
、３
、４
、５
参
照
）

④ 

ア
ン
チ
ド
ー
ピ
ン
グ
活
動

　

ア
ン
チ
ド
ー
ピ
ン
グ
活
動
は
、
早

く
か
ら
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｍ
Ｓ
（A

nti-D
oping 

A
dm

inistration and M
anagem

ent 
System

）
を
導
入
し
、
Ｎ
Ｔ
選
手
に
は
Ｊ

Ｉ
Ｓ
Ｓ
講
習
時
を
利
用
し
て
当
該
薬
に
関
す
る

指
導
を
ア
テ
ネ
以
降
継
続
し
て
徹
底
し
た
。
こ

れ
ま
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
レ
ベ
ル
に
限
り

ド
ー
ピ
ン
グ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
理
解
し
て
い
た

が
、
こ
れ
ら
の
指
導
教
育
に
よ
っ
て
抜
き
打
ち

検
査
に
も
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
た
。

⑤ 

広
報
活
動
の
展
開

　

オ
リ
特
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
内
外
に
知
ら
し
め
る
「
広
報
活
動
」

の
柱
は
一
つ
に「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
以
下
Ｈ
Ｐ
）

を
フ
ル
活
用
し
た
情
報
発
信
」、二
つ
に
は
「
メ

デ
ィ
ア
へ
の
き
め
の
細
か
い
情
報
発
信
と
対

応
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
は
オ
リ

特
メ
ン
バ
ー
全
員
の
“
広
報
活
動
の
重
要
性
に

対
す
る
高
い
認
識
”
に
支
え
ら
れ
質
・
量
と
も

に
ほ
ぼ
構
想
通
り
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

◎ 

Ｈ
Ｐ
を
活
用
し
た
情
報
発
信

　
Ｈ
Ｐ
に
つ
い
て
は
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
を
図

り
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
オ
リ

特
の
組
織
的
動
向
、
考
え
方
、
方
向
性
な
ど
の

フ
ロ
ン
ト
情
報
を
適
宜
発
信
、
ま
た
フ
ィ
ー
ル

ド
に
お
け
る
強
化
推
進
活
動
、
内
外
の
強
化
遠

征
活
動
な
ど
の
姿
を
迅
速
か
つ
正
確
に
伝
え
る

こ
と
に
注
力
し
た
。
Ｈ
Ｐ
へ
の
閲
覧
誘
導
を
増

進
さ
せ
る
た
め
写
真
お
よ
び
映
像
の
質
的
向
上

を
心
が
け
た
。

　

各
国
際
大
会
レ
ポ
ー
ト
な
ど
に
お
い
て
も
単

に
結
果
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
だ
け
に
と
ど
め
ず
、

参
加
選
手
の
声
、
担
当
コ
ー
チ
の
コ
ー
チ
ン
グ

コ
メ
ン
ト
な
ど
も
多
用
し
て
、
閲
覧
す
る
一
般

セ
ー
ラ
ー
の
競
技
力
向
上
に
参
考
と
な
る
技
術

評
価
・
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も
掲
載
す
る
よ
う
に

し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
前
年
に
は
プ
レ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
「
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
情
報
ペ
ー
ジ
」
の
充
実
を
図
っ
た
。
各

方
面
か
ら
求
め
ら
れ
る
ほ
ぼ
す
べ
て
の
情
報
を

網
羅
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、
専
属
映
像
カ
メ
ラ
マ

ン
撮
影
の
動
画
も
数
多
く
扱
い
、
セ
ー
リ
ン
グ

の
躍
動
感
と
そ
の
魅
力
を
存
分
に
ア
ピ
ー
ル
し

た
。
動
画
導
入
に
よ
り
閲
覧
者
の
数
は
飛
躍
的

な
伸
び
を
見
せ
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
マ
ス
タ
ー
お
よ

びJ

︲SA
ILIN

G

ブ
ロ
グ
担
当
者
と
は
常
に

連
携
し
、
情
報
の
効
果
的
な
伝
播
へ
の
協
力

を
仰
い
だ
。

　

本
番
に
お
い
て
は
現
地
発
レ
ポ
ー
ト
と
し

て
臨
場
感
を
重
視
し
た
デ
ー
リ
ー
レ
ポ
ー
ト
を

競
技
写
真
と
も
ど
も
発
信
し
た
。
選
手
ら
の
協

力
に
よ
り
レ
ー
ス
後
の
生
の
声
を
載
せ
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
幸
い
で
あ
っ
た
。

◎ 

メ
デ
ィ
ア
へ
の
情
報
発
信
と
対
応

　

日
頃
の
メ
デ
ィ
ア
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
元
に
、

広
範
囲
な
ジ
ャ
ン
ル
を
網
羅
し
た
オ
リ
特
メ

デ
ィ
ア
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
北
京
大
会
以
降
機

会
あ
る
ご
と
に
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
（
Ｈ
Ｐ
と
連

動
）
を
発
行
し
た
。

　
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
は
有
力
選
手
を
擁
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
、
照

会
、
取
材
希
望
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
前
年
か
ら
殺

到
し
、
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
た
。「
わ
か
り
に

く
い
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
」
だ
け
に
メ
デ
ィ
ア
へ

の
説
明
・
解
説
は
で
き
る
限
り
懇
切
丁
寧
に
お

こ
な
う
よ
う
心
が
け
た
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
年
の
今
年
は
５
月
24
日
赤
羽

の
「
味
の
素
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
（
Ｎ
Ｔ
Ｃ
）」
に
て
日
本
代
表
選
手
団
発

表
記
者
会
見
を
開
催
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど

２
０
０
名
を
超
え
る
メ
デ
ィ
ア
が
出
席
し
た
。

　

本
番
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
メ
ダ
ル
候
補
選
手

に
対
し
て
過
熱
気
味
の
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
中
で
も
「
マ
ル
チ
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

に
絡
め
た
取
材
が
多
く
あ
っ
た
の
が
印
象
的
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
各
選
手
の
出
身
地
の
メ
デ
ィ

ア
が
当
該
選
手
ら
を
長
期
に
わ
た
り
フ
ォ
ロ
ー

し
て
い
た
こ
と
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
な
ら
で
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は
で
あ
っ
た
。

　

本
番
期
間
中
は
現
地
本
部
に
広
報
担
当
者
が

駐
在
し
て
連
日
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
発
行
、
日

本
お
よ
び
ロ
ン
ド
ン
か
ら
の
メ
デ
ィ
ア
対
応
に

あ
た
っ
た
。

⑥
プ
ロ
テ
ス
ト
力
の
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

ア
テ
ネ
以
降
の
継
続
と
し
て
国
際
競
技
ル
ー

ル
の
確
実
な
る
習
熟
を
は
か
る
と
と
も
に
、

英
語
に
よ
る
プ
ロ
テ
ス
ト
力
向
上
を
目
的
に

２
０
０
６
年
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
合
宿
時
よ
り
、
ル
ー
ル

委
員
会
と
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
ュ
リ
ー
の

協
力
を
得
て
実
践
講
習
会
を
実
施
し
た
。
国
際

大
会
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
ト
（
抗
議
）
に
対

す
る
語
学
対
応
力
を
含
め
、「
ル
ー
ル
虎
の
巻
」

を
Ｎ
Ｔ
選
手
に
配
布
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
含

め
た
国
際
大
会
に
お
い
て
活
用
す
る
こ
と
を
指

導
し
た
。

⑦
海
外
遠
征
と
海
外
合
宿
の
充
実

　

国
際
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
（
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
）
主

催
の
国
際
競
技
大
会
に
で
き
る
限
り
出
場
し

「
レ
ー
ス
感
を
研
ぎ
澄
ま
し
、
レ
ー
ス
勘
を
養

う
こ
と
」
を
重
点
に
海
外
遠
征
を
行
っ
た
。
ま

た
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
セ
ー
リ
ン
グ

競
技
会
場
で
あ
る
英
国
・
ウ
ェ
ー
マ
ス
の
大
会

に
は
優
先
的
に
参
加
し
た
。
同
時
に
、
ウ
ェ
ー

マ
ス
の
地
が
「
ホ
ー
ム
」
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
た
長
期
合
宿
も
実
施
し
た
。（
４
年
間
で
レ
ー

ス
参
加
、
合
宿
で
ほ
ぼ
２
０
０
日
）

❷
日
本
代
表
選
手
選
考
と 

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
対
策

①
日
本
代
表
選
手
選
考

　

セ
ー
リ
ン
グ
10
種
目
は
２
０
１
１
年
世
界
選

手
権
（
全
種
目
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
パ
ー

ス
で
同
時
開
催
）
で
各
種
目
の
国
枠
75
％
、

２
０
１
２
年
世
界
選
手
権
（
３
月
～
５
月
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
）で
25
%
を
割
り
当
て
て
、

国
枠
獲
得
の
予
選
と
な
っ
た
。

　

日
本
は
８
種
目
で
の
枠
取
り
を
目
指
し
た

が
、
２
０
１
１
年
12
月
の
パ
ー
ス
で
４
７
０

級
男
女
、
R
S
：
Ｘ
級
男
女
、
ラ
ジ
ア
ル
級
の

５
種
目
が
国
枠
を
獲
得
し
た
。
こ
の
時
点
で

４
７
０
級
女
子
の
近
藤
愛
・
田
畑
和
歌
子
組
の

み
が
規
定
成
績
に
達
し
た
の
で
、
日
本
代
表
内

定
と
な
っ
た
。

　

パ
ー
ス
で
枠
を
と
っ
た
R
S
：
Ｘ
級
男
女

は
2
0
1
2
年
3
月
に
世
界
選
手
権（
ス
ペ

イ
ン
）
が
開
催
さ
れ
、
日
本
人
最
高
位
を
と
っ

た
男
子
の
富
澤
慎
と
女
子
の
須
長
由
季
が
と
も

に
代
表
に
内
定
し
た
。

　

４
７
０
級
男
子
は
５
月
に
世
界
選
手
権
（
ス

ペ
イ
ン
）が
開
催
さ
れ
、
原
田
龍
之
介
・
吉
田

雄
悟
組
が
内
定
し
た
。　

　

レ
ー
ザ
ー
ラ
ジ
ア
ル
級
は
２
月
に
神
奈
川
・

葉
山
で
Ｎ
Ｔ
選
考
レ
ー
ス
を
行
い
、
そ
の
結
果

に
よ
り
Ｎ
Ｔ
選
手
の
入
れ
替
え
を
行
っ
た
後
、

５
月
の
世
界
選
手
権
（
ド
イ
ツ
）
に
参
加
、
最

上
位
を
と
っ
た
土
居
愛
実
が
代
表
と
な
っ
た
。

　

パ
ー
ス
で
枠
が
と
れ
な
か
っ
た
49 
er
級
、

ス
タ
ー
級
、
レ
ー
ザ
ー
級
は
、２
０
１
２
年
５

月
の
世
界
選
手
権
で
再
度
枠
取
り
に
挑
戦
、
ク

ロ
ア
チ
ア
で
開
催
さ
れ
た
49 

er
級
世
界
選
手

権
に
て
牧
野
幸
雄
・
高
橋
賢
次
組
が
国
枠
を
獲

得
し
、
日
本
代
表
に
内
定
し
た
。
ス
タ
ー
級
と

レ
ー
ザ
ー
級
は
国
枠
が
取
れ
な
か
っ
た
。

　

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
63
カ
国
が

参
加
し
、
フ
ラ
ン
ス
、
英
国
（
開
催
国
枠
）、

米
国
の
３
カ
国
の
み
が
全
10
種
目
に
出
場
し

た
。
ま
た
、
14
カ
国
が
１
種
目
の
み
の
参
加
で

あ
っ
た
。
日
本
は
上
記
の
６
種
目
９
名
の
選
手

が
参
加
と
な
っ
た
。

②
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
本
番
対
策

　

セ
ー
リ
ン
グ
会
場
の
ウ
ェ
ー
マ
ス
・
ポ
ー
ト

ラ
ン
ド
を
「
ホ
ー
ム
」
に
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
、
準
備
を
整
え
た
。
２
０
０
９
年
か
ら
遠

征
を
繰
り
返
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
本
番
時
に
は

選
手
も
ス
タ
ッ
フ
も
「
ウ
ェ
ー
マ
ス
へ
帰
っ
て

き
た
」
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

◎ 

現
地
練
習
と
練
習
拠
点
の
確
保

　

２
０
０
９
年
夏
か
ら
毎
年
７
～
８
月
に
現
地

練
習
と
大
会
レ
ー
ス
に
参
加
し
た
。
練
習
拠

点
を
キ
ャ
ッ
ス
ル
コ
ー
ブ
セ
ー
リ
ン
グ
ク
ラ

ブ（
以
下
Ｃ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
）へ
置
き
、
周
辺
の
ホ
リ

デ
ー
用
貸
家
を
確
保
し
、
自
炊
し
な
が
ら
の

長
期
滞
在
と
練
習
環
境
を
作
っ
た
。
い
く
つ

か
の
物
件
は
４
年
を
通
し
て
同
じ
も
の
を
選
ん

で
利
用
し
た
。

◎ 

潮
流
調
査

　

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
前
か
ら
実
施
し
て
い
る

事
項
で
、
英
国
と
フ
ラ
ン
ス
を
隔
て
る
ド
ー

バ
ー
海
峡
（
最
狭
部
）
は
潮
流
が
速
い
こ
と
で

知
ら
れ
る
海
域
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
こ
に
接
す

る
ウ
ェ
ー
マ
ス
湾
に
は
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド（
島
）

が
突
き
出
て
お
り
、
レ
ー
ス
海
面
で
の
強
さ
、

向
き
の
差
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
北
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
時
に
協
力
を
仰
い
だ
東
京
大
学
・
大
学

院
（
海
洋
空
間
計
画
研
究
室
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
に
再
度
調
査
を
依
頼
し
、
専
門
家
グ

ル
ー
プ
の
協
力
を
求
め
た
。

　

北
京
で
は
短
期
間
調
査
だ
っ
た
た
め
、
細
部

に
わ
た
る
調
査
が
で
き
な
か
っ
た
反
省
か
ら
今

回
は
２
０
０
９
年
よ
り
３
回
に
わ
た
り
、
現
地

調
査
を
行
っ
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
モ
デ

ル
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
合
わ
せ
て
実
施
し
、

２
０
１
２
年
６
月
の
レ
ー
ス
、
合
宿
に
て
デ
ー

タ
を
ま
と
め
、
本
番
で
配
布
す
る
資
料
を
作
成

し
た
。（
資
料
6
参
照
）

◎ 

事
前
合
宿
と
現
地
入
り

　
６
月
第
１
週
に
本
番
時
と
同
一
海
面
で
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
で
あ
る
ス
カ
ン
デ
ィ
ア
選
手

権
が
開
催
さ
れ
同
大
会
へ
参
加
。
引
き
続
き
、

第
１
回
代
表
現
地
合
宿
を
実
施
、
6
月
末
は

一
時
帰
国
。
そ
の
後
、
第
２
回
現
地
合
宿
を
７

月
９
日
か
ら
26
日
ま
で
実
施
し
た
。
７
月
16
日

に
は
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
保
持

者
全
員
が
選
手
村
に
入
村
し
た
。

　

第
１
回
合
宿
時
か
ら
選
手
に
は
昼
、
夕
食
の

日
本
食
が
準
備
さ
れ
た
。
練
習
拠
点
で
あ
る
Ｃ

Ｃ
Ｓ
Ｃ
か
ら
徒
歩
３
分
の
所
に
サ
ポ
ー
ト
宿
舎

2012年
ロンドンオリンピック報告

を
確
保
し
た
の
で
、
効
率
よ
く
利
用
で
き
た
。

　
７
月
16
日
の
入
村
以
降
は
、
マ
ル
チ
サ
ポ
ー

ト
の
セ
ー
リ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
を
選
手
村

か
ら
徒
歩
10
分
の
所
へ
開
設
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
終
了
す
る
ま
で
選
手
へ
の
食
事
サ
ポ
ー
ト

を
続
け
た
。

◎ 

現
地
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
（
日
本
か
ら
の

応
援
者
対
応
）

　

大
会
会
場
の
ウ
ェ
ー
マ
ス
は
日
本
か
ら
遠

く
、
ま
た
ロ
ン
ド
ン
か
ら
３
時
間
離
れ
た
場
所

で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、全
選
手
の
家
族・

友
人
を
始
め
、
述
べ
60
名
以
上
の
方
が
応
援
に

来
ら
れ
た
。

　

今
大
会
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
セ
ー
リ
ン
グ

を
「
ス
ペ
ク
テ
ー
タ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
」
に
す

る
と
い
う
こ
と
に
大
会
側
が
非
常
に
力
を
入

れ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
セ
ー
リ
ン
グ
史
上
初
の

観
覧
ス
タ
ン
ド
「N

othe Stand

」
が
設
置

さ
れ
た
。「N

othe Stand

」
で
は
４
５
０
０

人
の
観
客
が
陸
上
か
ら
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
を
観

戦
す
る
こ
と
が
で
き
、
風
向
に
よ
っ
て
は
ス
タ

ン
ド
に
非
常
に
近
い
場
所
で
レ
ー
ス
が
行
わ

れ
、
同
時
に
会
場
の
巨
大
ス
ク
リ
ー
ン
で
ラ
イ

ブ
映
像
と
コ
メ
ン
タ
リ
ー
が
観
戦
を
よ
り
一
層

充
実
さ
せ
た
。
選
手
は
自
身
が
出
場
す
る
レ
ー

ス
日
に
つ
き
２
枚
の
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
が
購
入
で

き
る
「Fam

ily &
 Friends T

icketing 
Program

」
が
大
会
よ
り
導
入
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
ほ
ぼ
全
選
手
が
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
、
家
族
・
友
人
の
チ
ケ
ッ
ト
を
手
配
し
、
日

本
か
ら
の
応
援
者
は
ほ
ぼ
全
員
こ
の
「N

othe 
Stand

」
で
競
技
を
観
戦
さ
れ
た
。

　

他
に
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
本
部
（Sea T

ow
er

）
と

日
本
チ
ー
ム
の
練
習
拠
点
で
あ
っ
た
Ｃ
Ｃ
Ｓ
Ｃ

の
２
カ
所
で
日
本
独
自
の
応
援
者
観
戦
対
応
を

行
な
っ
た
。

　
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
本
部
は
ウ
ェ
ー
マ
ス
・
ベ
イ
海
岸

沿
い
に
あ
る
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
に
設
置
し
、
そ

こ
か
ら
ウ
エ
ス
ト
・
レ
ー
ス
エ
リ
ア
が
展
望
で

き
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
か
ら
の
応
援
者
に
も

開
放
、
望
遠
鏡
は
必
要
で
あ
っ
た
が
レ
ー
ス
観

戦
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
。



20J-SAILING VOL.98

　

ハ
ー
バ
ー
・
レ
ー
ス
エ
リ
ア
の
レ
ー
ス
が

セ
ー
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
前
の
海
面
で
行
な
わ
れ
、

日
本
か
ら
の
応
援
者
に
ゲ
ス
ト
と
し
て
利
用
し

て
も
ら
っ
た
Ｃ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
で
は
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
内

に
テ
レ
ビ
ス
ク
リ
ー
ン
が
設
置
さ
れ
、
Ｂ
Ｂ

Ｃ
で
放
映
さ
れ
て
い
たN

othe

コ
ー
ス
の
ラ

イ
ブ
レ
ー
ス
映
像
が
見
る
こ
と
が
で
き
、
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
外
の
デ
ッ
キ
上
で
は
望
遠
鏡
で

H
arbour

コ
ー
ス
の
観
戦
が
で
き
た
。

　

加
え
て
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
に
は
ハ
ー

バ
ー
・
レ
ー
ス
エ
リ
ア
の
50
ｍ
外
ま
で
行
け
る

地
元
艇
用
の
パ
ス
が
発
行
さ
れ
、
こ
れ
を
日
本

チ
ー
ム
と
し
て
２
枚
確
保
し
、
ゴ
ム
ボ
ー
ト
２

艇
を
選
手
家
族
優
先
の
観
覧
艇
と
し
て
運
行
し

た
。
９
選
手
中
８
選
手
の
家
族
・
親
戚
・
友
人

が
応
援
す
る
選
手
の
レ
ー
ス
を
こ
の
ボ
ー
ト
で

観
戦
す
る
こ
と
が
で
き
、
陸
上
よ
り
は
少
し
近

い
位
置
で
臨
場
感
あ
る
観
戦
が
で
き
た
と
大
変

喜
ば
れ
た
。

　
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
本
部
に
は
１
、２
名
の
ス
タ
ッ
フ

が
常
駐
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
で
は
２
艇
の
ゴ
ム
ボ
ー
ト

に
そ
れ
ぞ
れ
ド
ラ
イ
バ
ー
１
名
、
ク
ラ
ブ
内
対

応
と
し
て
１
名
、
計
３
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
対
応

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
今
大
会
で
は
３
カ
所
で
日
本
か

ら
の
応
援
者
は
観
戦
が
で
き
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

観
戦
経
験
と
し
て
は
大
変
充
実
し
た
も
の
に

な
っ
た
と
思
う
。
加
え
て
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
３

時
間
と
い
う
会
場
で
あ
っ
た
た
め
、
希
望
者
に

は
ヒ
ー
ス
ロ
ー
空
港
か
ら
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
や
宿
泊
の
手
配
な
ど
も
連
盟
サ
イ
ド

で
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
選
手
か
ら
は
自
身
の

応
援
者
に
対
す
る
ケ
ア
や
心
配
が
な
く
、
競
技

に
専
念
が
で
き
た
と
い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら

れ
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
は
十
分
な
成

果
が
得
ら
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

③
マ
ル
チ
サ
ポ
ー
ト
実
施
事
項　

　

本
報
告
書
前
文
の
と
お
り
、
マ
ル
チ
サ
ポ
ー

ト
事
業
対
象
種
目
（
４
７
０
級
）
に
選
抜
さ

れ
、
多
方
面
の
有
識
者
、
専
門
家
の
協
力
を
得

て
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
全
般
、
癖
の
あ
る

ウ
ェ
ー
マ
ス
の
風
調
査
、
ヨ
ッ
ト
の
エ
ン
ジ
ン

部
分
と
な
る
セ
ー
ル
開
発
、
さ
ら
に
は
セ
ー
ル

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
引
き
出
す
マ
ス
ト
開
発
に

焦
点
を
合
わ
せ
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。
ま

た
、
長
期
的
展
望
か
ら
４
７
０
級
の
艇
性
能
解

析
も
行
っ
た
。

◎ 

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
全
般 

（
資
料
1
、3
、4
、5
、
マ
ル
チ
サ
ポ
ー
ト
報

告
書　

参
照
）

◎ 

セ
ー
リ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス

　

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
セ
ー
リ
ン
グ
競
技

は
会
場
が
サ
テ
ラ
イ
ト
（
ウ
ェ
ー
マ
ス
）
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
ロ
ン
ド
ン
本
村
と
同
等
の
選
手

サ
ポ
ー
ト
の
希
望（
マ
ル
チ
サ
ポ
ー
ト
の
申
請
）

を
行
っ
た
が
、
な
か
な
か
認
め
ら
れ
ず
根
気
強

い
交
渉
が
必
要
で
あ
っ
た
。
結
果
的
に
サ
ポ
ー

ト
プ
ラ
ン
が
認
め
ら
れ
選
手
へ
の
最
大
限
の
サ

ポ
ー
ト
（
栄
養
・
ケ
ア
・
情
報
提
供
）
が
実
現

し
た
。

　

７
月
16
日
か
ら
選

手
村
に
近
い
場
所
に

開
設
、
フ
ィ
ジ
カ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
、
栄
養
サ
ポ
ー

ト
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ニ
ン
グ
チ
ェ
ッ
ク
を

行
っ
た
。
サ
ポ
ー
ト
ハ

ウ
ス
が
あ
る
ア
パ
ー

ト
群
に
は
プ
ー
ル
、

ジ
ャ
グ
ジ
ー
、
ス
ト

レ
ッ
チ
ス
ペ
ー
ス
も

あ
り
、
利
用
し
た
。

　

栄
養
サ
ポ
ー
ト
の

食
材
に
つ
い
て
は
、

地
元
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
の
買
い
出

し
に
加
え
て
、
サ
ザ
ン

プ
ト
ン
か
ら
日
本
食

材
の
宅
配
を
利
用
、
そ

の
他
日
本
か
ら
手
分

け
し
て
持
参
し
た
も

の
を
使
用
し
た
。（
資

料
１
、３
、４
、５
参
照
）

◎ 

風
調
査

　

ウ
ェ
ー
マ
ス
の
レ
ー
ス
海
域
は
風
向
に
よ
っ

て
は
地
形
の
影
響
が
出
や
す
い
、
ロ
ー
カ
ル
な

地
形
変
化
に
よ
る
特
徴
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
専
門
家
主
導
の
も
と
２
年
を
か
け

て
風
質
の
測
定
船
５
艇
で
実
際
の
風
を
測
定
し

た
。

　

測
定
し
た
風
デ
ー
タ
お
よ
び
ウ
ェ
ブ
で
一
般

公
開
さ
れ
て
い
る
地
元
固
定
風
速
計
の
デ
ー
タ

も
合
わ
せ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
イ
ン
プ
ッ
ト

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
整
理
し
て
「
見
え
な

い
風
」
を
「
見
え
る
風
」
に
地
図
上
に
流
線
で

表
し
、
ウ
ェ
ー
マ
ス
の
風
の
傾
向
や
癖
を
整
理

解
析
し
た
。
短
期
間
で
の
準
備
な
が
ら
、
膨
大

な
情
報
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
た
。

　

レ
ー
ス
海
域
の
気
象
情
報
と
し
て
本
番
前
年

お
よ
び
本
番
で
は
セ
ー
リ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
を
持

つ
気
象
予
報
士
を
帯
同
し
、
細
部
に
わ
た
る

日
々
の
気
象
・
海
象
予
測
情
報
を
選
手
・
コ
ー

チ
へ
提
供
を
し
た
。

　

大
会
本
番
時
に
は
風
情
報
と
の
連
携
を
行
な

い
、
必
要
な
情
報
を
選
手
に
伝
え
る
こ
と
が
で

き
た
。（
資
料
２
参
照
）

◎ 

マ
ス
ト
開
発

　

マ
ル
チ
研
究
開
発
事
業
要
望
（
２
０
１
０

年
９
月
提
出
）
の
承
認
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ

り
２
０
１
１
年
８
月
よ
り
研
究
開
発
委
託
先

（
ノ
ー
ス
セ
ー
ル・ジ
ャ
パ
ン
）
有
識
者
と
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
開
発
マ
ス
ト
の
コ
ン
セ
プ

ト
、
狙
い
を
明
確
に
し
た
上
で
設
計
・
製
造
に

着
手
。
２
０
１
２
年
１
月
に
新
マ
ス
ト
が
完
成

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
期
に
は
す
で
に
各
種

目
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
考
が
始
ま
り
、
４
７
０

級
男
子
に
つ
い
て
も
２
０
１
２
年
世
界
選
手
権

（
６
月
・
ス
ペ
イ
ン
）
が
最
終
選
考
会
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
新
タ
イ
プ
の
マ
ス
ト
を
積
極

的
に
使
う
こ
と
へ
の
Ｎ
Ｔ
チ
ー
ム
の
た
め
ら
い

が
あ
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
っ
た
。

　

と
は
言
え
、
男
子
日
本
代
表
に
な
っ
た
原

田
・
吉
田
チ
ー
ム
は
イ
エ
ー
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ウ
ィ
ー
ク
（
強
風
シ
リ
ー
ズ
）、
４
７
０
級
世

レース海面の風について、2 年をか
けて測定船 5 隻で調査を行った（上）。
その結果、右図のようなアウトプッ
トを選手に提供できるようになった

（データ提供／オリ特） 
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界
選
手
権
（
全
風
域
）
で
は
こ
の
新
マ
ス
ト
を

果
敢
に
使
用
し
両
大
会
で
６
位
の
成
績
を
収

め
、
一
定
の
成
果
（
新
マ
ス
ト
効
果
）
を
上
げ

た
も
の
と
思
わ
れ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
本
番
で
は
練

習
・
試
合
に
お
け
る
使
用
期
間
の
短
さ
か
ら
選

手
が
当
該
マ
ス
ト
を
使
用
し
な
い
意
向
を
持

ち
、
最
終
的
に
は
チ
ー
ム
の
判
断
と
し
て
従
前

か
ら
の
マ
ス
ト
を
選
択
し
た
た
め
、
残
念
な
が

ら
本
番
で
は
そ
の
真
価
を
確
認
す
る
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。（
資
料
２
参
照
）

◎ 

セ
ー
ル
開
発

　

ロ
ン
ド
ン
代
表
選
手
が
決
定
す
る
ま
で
各

チ
ー
ム
が
チ
ー
ム
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
行
っ
て
い
た
。

　

代
表
決
定
後
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
直
前
の
７
月

の
半
ば
か
ら
末
に
か
け
て
、
調
整
を
行
っ
た
。

　

２
ボ
ー
ト
テ
ス
ト
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
っ
た
テ

レ
メ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
と
マ
ス
ト
ト
ッ
プ
に
据

え
付
け
ら
れ
た
カ
メ
ラ
、
コ
ー
チ
ボ
ー
ト
か
ら

の
カ
メ
ラ
を
使
っ
た
ノ
ー
ス
セ
ー
ル
社
製
の
シ

ス
テ
ム
を
用
い
て
、
ボ
ー
ト
ス
ピ
ー
ド
、
セ
ー

ル
シ
ェ
ー
プ
の
両
面
か
ら
解
析
さ
れ
、
セ
ー
ル

シ
ェ
ー
プ
の
フ
ァ
イ
ン
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
、
風
域

ご
と
の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
実
施
し
た
。（
資

料
２
参
照
）

◎ 

４
７
０
級
艇
開
発
（
性
能
解
析
）

　

ロ
ン
ド
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル
４
７
０
艇
の
開
発

を
目
的
に
４
艇
を
購
入
し
た
。
世
界
で
一
番

使
用
さ
れ
て
い
る
ビ
ル
ダ
ー
の
マ
ッ
ケ
イ
艇

（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
製
）、各
国
選
手
が
近
年

注
目
を
寄
せ
て
い
る
ナ
ウ
テ
ィ
ベ
ラ
艇（
イ
タ

リ
ア
製
）の
性
能
解
析
を
実
施
し
た
。こ
の
研

究（
性
能
解
析
）を
進
め
る
中
で
、
時
間
的
に

困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
艇
建
造
計
画
は
見
送
り

と
な
っ
た
。（
資
料
２
参
照
）

❸
現
地
で
の 

　

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ

◎ 

競
技
会
場
内

　
６
種
目
以
上
の
参
加
で
、
コ
ン
テ
ナ
２
個
分

の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き
た
。
40 

ft
コ
ン
テ
ナ

１
本
は
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
作
っ
た
チ
ー

ム
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
を
日
本
か
ら
運
び
こ
み
、

チ
ー
ム
の
ベ
ー
ス
と
し
た
。
コ
ン
テ
ナ
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
（
レ
イ
ト
カ
ー
ド
申
請
）
を

引
き
、
W
i
F
i
を
設
置
し
た
の
で
、
携
帯

端
末
を
効
率
よ
く
利
用
で
き
た
。
映
像
録
画
、

レ
ー
ス
の
進
行
状
況
を
確
認
、
様
々
な
情
報
収

集
が
苦
労
な
く
で
き
た
。
今
回
は
チ
ー
ム
全
体

で
の
情
報
共
有
に
は
「
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」（
Ｊ

Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
を
利
用
し
た
が
、
コ
ン
テ
ナ
に
も
掲

示
を
し
て
確
認
す
る
よ
う
に
し
た
。

　

ま
た
、
32 

ft
コ
ン
テ
ナ
は
マ
ル
チ
サ
ポ
ー
ト

の
一
環
で
地
元
で
レ
ン
タ
ル
し
、
半
分
を
ア
ッ

プ・ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
用
ス
ト
レ
ッ
チ
ス
ペ
ー
ス
、

ス
ピ
ン
バ
ッ
ク
置
場
と
し
、
残
り
半
分
に
作

業
台
と
予
備
品
、
工
具
の
保
管
場
所
と
し
た
。

（
資
料
１
、３
、４
、５
参
照
）

◎ 

セ
ー
リ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス

　
（
資
料
１
、３
、４
、５
参
照
）

◎ 

医
療
関
係

　

事
前
に
ロ
ン
ド
ン
選
手
村
（
本
村
）の
ド
ク

タ
ー
と
の
連
絡
網
、
分
村
医
務
室
、
競
技
会
場

医
務
室
等
を
確
認
し
た
が
、
実
際
に
は
病
気
、

怪
我
と
も
に
な
く
、
無
事
に
大
会
終
了
ま
で
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

ウ
ェ
ー
マ
ス
で
は
選
手
、
ス
タ
ッ
フ
が
１
名

ず
つ
が
歯
科
治
療
を
受
け
た
が
、
設
備
も
整
っ

て
お
り
問
題
は
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
歯
科
医

は
日
本
語
が
通
じ
な
い
と
治
療
が
難
し
い
こ
と

も
あ
り
、
改
め
て
、
歯
科
に
つ
い
て
は
現
地
入

り
す
る
前
に
問
題
を
解
決
し
て
お
く
こ
と
の
必

要
性
を
感
じ
た
。

　
　
（
※
後
半
は
次
号
で
掲
載
い
た
し
ま
す
。）

〈資料リスト。オリ特 HPに掲載しています〉

 資料 1　国立スポーツ科学センターサポート活動報告
 資料 2　ロンドンオリンピック・マルチサポート報告（鹿取）
          （１）ウエイマス風調査  （２）470 級マスト開発、 
          （３）470 級セール開発（４）470 級艇体性能解析
 資料 3  ロンドンオリンピック・コンデショニング報告
　　　 （江口/前田）
 資料 4  ロンドンオリンピック現地栄養サポート報告（武田）
 資料 5  ウエ－マス潮流調査報告（東大潮チーム）
 資料 6  選手レポート纏め（中村/飯島）
※この他に資料として、詳細な成績表がある。

2012年
ロンドンオリンピック報告
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参加メンバーの揃い踏み優勝の < 音丸 >（オーナー／桑南伸行、Y23 Ⅱ、琵琶湖）

■ 1日目

　初日、スキッパーズミーティングの後、参加全 15 艇が
出艇。
　レース海面は火山めぐりヨットレースでも使用された
北東に桜島を望む鹿児島市沖を使用しました。上下のソ
ーセージコース４レースとインショア１レースの計５レー
スの予定。
　第1レースは14 時 30 分に定刻どおり東寄りの風でス
タート。途中で風が落ち、２上でコース短縮となりました。
　１位から12 位まで接戦だったこのレースを制したのは
第１マークからトップを守った〈ORTHO ONE〉（鹿児島）
で、修正も１位。２位には着３位の〈万天〉（琵琶湖）、３
位には着５位の<音丸>（琵琶湖）でした。この日は１レー
スのみで終了。
　その後、午後７時から南国ムードあふれる奄美の里にて
ウエルカムパーティ開催。参加艇の紹介や今回の大会参加
の抱負を発表し閉会となりました。

■ 2 日目

　２日目の第２レースは２～３ｍほどの北風で、９時
05 分にスタート。このレースは〈音丸〉が終始フリー
トをリードしトップ・フィニッシュ。２位には着２位の

〈Condition Green〉（鹿児島）、３位は着４位の〈万天〉
が入りました。
　つづいて行われた第３レース、〈Condition Green〉と

〈ペガサスJr・YC〉（鹿児島 ）がトップ争いをしますが、風
が落ちていく中、〈Condition Green〉が 29 秒差で〈ペ
ガサスJｒ・YC〉を振り切りトップ・フィニッシュ。3 位
には〈CENTRO〉が入りました。
　このレースは最後のレグで風が落ち、15 艇中８艇がＤ
ＮＦ。この後、無風が続き、レース委員会はこの日のレー
スは行わないことを決定、ハーバーバックとなりました。
　この日の夕方、ホストクラブである外洋南九州主催のフ
レンドシップ・パーティが開催され、約１４０人ほどの参
加者が和気あいあいとした雰囲気で楽しみました。

■ 3 日目（最終日）

　迎えた最終日、ここまで３レース成立で〈Condition 
Green〉 が９点、〈音丸 〉が 10 点、〈万天〉と〈ORTHO 
ONE〉 が12 点と接戦の様相です。
　この日はレース委員会よりインショアもしくはブイ周り
を2レース行うとの通達。海面に着くと桜島は北東の風で、
火山灰が市街地方向にかなり強く流れているものの海面は
弱い北風。
　第４レースはソーセージコースで９時 05分にスタート。
　２～３ｍの弱い風の中〈ORTHO ONE〉と〈ペガサスJｒ・
YC〉が終始リードし、着順は〈ペガサス〉が１位、〈ORTHO 
ONE〉が２位。しかし１分半のあいだに７艇が入り、修正
では１位〈音丸〉、２位〈CENTRO〉、３位〈万天〉の順
でした。
　その後、続くレースに備えますが桜島から入る風がレ
ース海面まで届ききらず、４レースを持って終了となりま
した。
　結果、優勝は〈音丸〉、2 位に〈万天〉、3 位は〈Condition 
Green〉となりました。

  

第 32 回全日本ミニトン選手権成績

  1 位　音丸
  2 位　万天
  3 位　Condition　Green
  4 位　ORTHO　ONE
  5 位　ペガサスジュニア
  6 位　CENTRO
  7 位　KARIN
  8 位　神瀬 Jr
  9 位　Luna　Pepper
10 位　航龍Ⅱ 
11 位　SACHI・Jr
12 位　海坊主
13 位　PEANUTS
14 位　Enbo　Girls
15 位　アルテミス

第32回全日本ミニトン選手権大会

参加15艇、
琵琶湖の〈音丸〉が優勝！
第 32 回全日本ミニトン選手権大会は 2012 年 10 月６日～８日、
鹿児島市の KMS ヨットヤードをベースに谷山港沖、錦江湾で行われた

全 15 艇のスタートシーン

レポート／レース協会　写真／剥岩政次
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ウインドサーフィン・ニュース

　11 月 5 日～ 7 日、沖縄県国頭村・JAL プライベー

トリゾートオクマにて 2012 年度全日本学生ボードセ

イリング選手権・個人戦が開催された。

　支部戦を勝ち抜いた男子105名、女子52名、総勢

157 名が全国各地から集まり、全 9 レースが行われた。

　今年度の注目選手は、2 年生ながら今年度学連ナショ

ナルチームに最年少で加入した板庇雄馬（立命館）、ま

た昨年インカレで同じく 2 年生ながら 3 位入賞を果た

した小森貴裕（関西学院）、全日本選手権 3 位に入賞

した内山俊樹（明治）、そして地元、金城隆太郎（琉球）

などの名前があがる。

　一方、女子の注目選手は、昨年 2 位に入賞した福田

未那弥（明治）、全日本選手権総合で 5 位に入賞した

大江沙也加（関東学院）、中部選手権で 2位入に賞し

た吉本江里菜（同志社）などだった。

11月5日（男子第 1～ 4R、女子第 1～ 3R）

　北北東 7 ～ 8m。陸上では風があまり感じられず、

多くの選手が微風セッティング。コースはトラペゾイ

ドで女子がアウターループ、男子はインナーループ。

　女子第 1R。下から福田、大江、江尻新奈（東京海洋）

が好スタート。左海面の江尻が1位、続いて大江、福田、

五十嵐（横浜市立）と続いた。男子第 1 Ｒでは、1 上

をトップ回航した熊本（同志社）を板庇が逆転し 1 位。

　女子第2R。平均8～9m、最大10mの強風下、トッ

プは吉本、続いて吉田、江尻。男子は中央よりも少し

上からスタートし左海面からのブローを使った熊本が

1 位、以下内山、小森、平田（琉球）が続いた。

　女子第 3R。11 ～ 13m の強風下、ダガーとプレー

ニングで上る選手が入り乱れる中、トップ集団はダ

ガーで耐え、吉本、大江、吉田の順でフィニッシュ。

　男子第 3、4R は強風を得意とする内山と板庇がそ

れぞれトップを分けた。

11月 6 日（男子第 5 ～ 7R、女子第 4 ～ 7R）

　大会 2 日目は昨日と打って変わり晴天。北～北北西

で平均 6m、最大 9m で、オクマ特有のガスティーコ

ンディション。

　女子第 4R。上スタートの吉本が後続に圧倒的な差

をつけ 1 位。2 位には江尻。

　男子第 5R。金城が終始トップをキープするも田中

（京大）が逆転、以下金城、板庇が続いた。

　風は再び吹き上がり、平均8～9m、最大11mとなっ

た女子第 5。上から好スタートをきった吉本が圧倒的

な差をつけ 1 位、大江が続く。

　男子第 6R は 2 上で右海面のブローをうまく使った

内山、長谷川の明治勢が 1、2 フィニッシュ。

　女子第 6R は 1 上を五十嵐、江尻らの関東勢が制す

も吉本が逆転。吉本は続く第 7R も 1 位を取り、本日

全てのレースでトップフィニッシュを飾った。

　男子第 7R は、古田と田中の京大コンビが１上をトッ

プ回航したが、板庇が逆転しトップ。

　大会 2 日目までの順位は、男子 1 位 板庇（16p）、

2 位 内山 （21p）、3 位 平田（35p）。女子 1 位 吉本

（6p）、2 位 大江（13p）、3 位 江尻 (17p)。

11月7 日（男子、女子第 8 ～ 9R）

　大会最終日は平均 4 ～ 6m、最大 8m と今大会初の

中風域での戦いとなった。奥間特有の難しい海面によ

りまだまだ優勝者は判らない。

　女子第 8R は中風域が得意な福田が終始レースを

引っ張り 1 位。男子第 8R は金城がスタートから飛び

出し独走、そのままフィニッシュ。この段階で 1 位の

板庇が続く。

　女子最終レース１上を須田（横浜国立）が制すも第

8R に続き福田が逆転、最終レースを飾った。

　男子最終 R、内山が板庇に 7p 差つけてフィニッシュ

すれば逆転優勝となる緊迫のレース。ここでも地元金

城が終始レースをリード、最終日全 2R をトップフィ

ニッシュで飾った。一方ここまで 1 位の板庇は終始 2

位の内山を抑えきった。

　結果、2 年生の立命館大学板庇雄馬が昨年の悔しさ

を晴らしインカレチャンプに。

　女子は 6R 連続トップフィニッシュを飾り、圧倒的

な走りを見せた同志社大学 4 年吉本江里菜が同じく栄

冠に輝いた。

前号の国体ウインドサーフィン級に
おける掲載写真に誤りがありました。
BIC 社 techno293OD のボード写
真は右のとおりです。関係各位にご
迷惑をおかけしたことをお詫びし、
ここに訂正させていただきます。

BIC　techno293OD

インカレ優勝の立命館大・板庇雄馬（左）と、同志社大・吉本江里菜

五輪種目に返り咲いた RS:X 級

お詫びと訂正

　5 月の ISAF ミッドイヤー・ミーティ
ング（イタリア）にて、RS:X 級に替わ
りカイトボード級を採用するという衝撃
的なニュースから半年、11 月 ISAF 年
次総会（アイルランド）にて、RS:X 級
は正式種目に返り咲くことが決定した。
　本決定に至るにあたり、当協会理事
の相談に快く乗っていただき、多大な
るご支援ご協力を賜った河野博文 JSAF
会長、大谷たかを ISAF カウンシル、堤
智章 JSAF 国際委員会委員長に改めて
深く御礼を申し上げたい。
　詳しい経緯は本誌 P8 ～ P9 の堤氏
のレポートを参照いただきたいが、これ

までの決定を覆せた大きな要因が日本、
JSAF の起案からという事実は非常に意
義深いと思う。
 　一方で、カイトボード級が五輪正式
種目として一定の評価を得たことも事実
である。 　
　今後は特定艇種 VS ウインドサー
フィンという構図ではなく、セーリング
競技をより発展させるために当協会は何
をしなければならないか、をより真剣に
考えるきっかけになったと考えている。
JSAF 及び各艇種及び委員会との連携を
密にし、セーリング競技の一層の発展に
寄与する決意を固める次第である。
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ノーティスボード

　ＪＳＡＦの平成 25 年の新年会が下記の要領で開催されます。
ご多忙の折りですが、メンバー各位はご参加いただけますよう案内いたします。

新年会開催概要
日時：平成 25 年１月 26 日  18 時 30 分～ 20 時
場所：日本スポーツマンクラブ　東京都渋谷区神南 1-1-１ 岸記念体育会館内 1階
会費：5,000 円

ご出欠のご返信は、１月21日までに、本誌 J-SAILING 98 号送付時に同封されている用紙を
使用してファクス、あるいは必要事項を明記の上 e メールでご連絡下さい。 

FAX 番号　03-3481-0414 　　e-mail： jimukyoku@jsaf.or.jp

新年会のご案内

JSAF カレンダー販売中！

2013 年 JSAF 
カレンダーの表紙

 「セーリング競技規則 2013-2016」、「セーリング装備
規則 2013-2016」、「日本セーリング連盟規程」が含ま
れているルール・ブック2013-2016が発行されました。
これらの規則は平成 25 年１月１日から適用されます。

定価 3,500 円、JSAF 会員価格 2,800 円。
12月からJSAF加盟団体・特別加盟団体にて販売します。

　セーリング競技規則（RRS）は4 年に1 回，オリンピッ
クの翌年に改定されます。今回は前回と比べてインパクト
の大きな変更はあまりありませんが、やはり多くの箇所で変
更があります。
　もっとも際立って戦術に影響を与える点は、定義「マー
クルーム」と規則 42.3「例外」の「バテンが裏返ってい
る場合」にあります。マークルームの意味が変更され、また、
ある条件を守れば裏返ったバテンが正しく戻るまでパンプが
可能となり、実情に合わせた改定であるとも言えます。
　他にも、定義「フィニッシュ」や定義「避けている」。
規則 20の変更はセーラーの戦術を変えるでしょう．
　一方で、基本原則に「環境責任」が追加され、規則
55「ゴミ処理」が追加され、競技者は環境への意識も持
たなければいけません。また付則 B、D、Eがほぼ全面改

訂され、付則 F「カイトボード」が追加されました。付則 L
では「U 旗」が規則 30.3「黒色旗」の代替として使用
できるようになっています。
　セーラーの疑問に答える「理解しやすい」RRSとする
ために、日本語訳を変更している箇所も多くあります。新た
な戦術が展開される１月１日以降のレースに備えてください。

  

ルール・ブック2013-2016が発行されました

　P23で紹介しました第 32 回全日本ミニトン選手権大会の
レース委員会から読者プレゼント用にTシャツを提供いただき
ました。また、今夏、行われた第 53 回パールレースのレー
ス委員会からもTシャツを提供いただきました。
　サイズはすべてLサイズです。抽選で6人の方に差し上げ
ます。

　ご希望の方は、氏名、住所、電話番号、JSAF 会員番
号を明記の上、下記まで電子メールでご応募ください。なお、
当選の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。

present@jsaf.or.jp

読者プレゼント

「2013年JSAF カレンダー」が完成しました。今年のカ
レンダー各月のラインナップは下記のようになっています。

表紙：ロンドン五輪ウインドサーフィン級（富澤慎選手の走り）
 1月：JSAF 江ノ島オリンピックウイーク
 2月：東京湾ヨットレース
 3月：全日本学生ヨット個人選手権大会
 4月：メルジェス32 世界選手権
 5月：ロンドン五輪レーザーラジアル級（土居愛美選         
　　　手が写っています）
 6月：沖縄・東海ヨットレース（優勝艇＜ベンガル7＞）
 7月：ジュニアヨット復興ジャンボリー
 8月：全日本ミドルボート選手権
 9月：全日本モス級選手権
10月：キールボートシリーズ相模湾
11月：ロンドン五輪 49er 級（牧野幸雄・高橋賢次組が写っ
　　　ています）
12月：JYMA 選抜大学対抗マッチ

　ご希望の方は、本誌送付時に同封されている用紙を使用
するか、下記 URLにある申し込み書に所定の事項をご記入
の上、ご送付いただけますようお願いいたします。
URL http://www.jsaf.or.jp/honbu/news/2012/
news-12.pdf



国際

受講申込みFAX送付先

無線用免許講習会
JSAFメンバー

限定割引

舵社主催
KAZIマリンスクール

海上特殊無線技士講習会を
10％割引で受講できます

専用申込書が
必要です

お支払はカード、
現金書留、
お振込等で

JSAF外洋安全委員会にお申し込み
後、KAZIマリンスクールより受付
確認の連絡を入れさせていただきま
す。その際にお支払方法をご指定く
ださい。各種クレジットカード、銀
行振込、現金書留でのお支払がご
利用いただけます。また、システム
KAZI会員の方はシステムKAZI自動
引き落としもご利用いただけます。

お申し込みは、
ファックスで、
JSAFまで

第3級海上特殊無線技士 第2級海上特殊無線技士

（免許申請料、教科書代含む）
国際VHF、5Wまでの運用ができる資格です。1日6時間の講
習を受講し、修了試験に合格すると資格を取得できます。どな
たでも受講出来ます。

お申し込みには、JSAF会員限定の
専用申込書が必要です。専用申込
書はJSAFホームページからダウン
ロードするか、KAZIマリンスクール
までお電話でご請求ください。

お申し込みには、JSAF会員限
定の専用申込書に必要事項を
ご記入いただき、JSAF外洋
安全委員会までFAXにてお申
し込み下さい。

jsaf-anzen.jp/1-7-2.html
JSAF外洋安全委員会ホームページ

TEL 03-3434-0941
KAZIマリンスクール

FAX 045-544-5813

［受講料］ 

［お問い合わせ・申込用紙請求先］ 

JSAF外洋安全委員会
［受講申込みFAX送付先］ 

23,000円 20,700円
JSAF会員
限定価格 （税込）

（免許申請料、教科書代含む）
第2級は国際VHF25WまでとDSCの運用が出来る資格です。
軽減コースは第3級からのステップアップコースで、第3級海上
特殊無線技士資格を持つ人のみ受講可能です。1日7時間の講
習を受講し、終了試験に合格すると資格を取得できます。

［受講料］ 
28,000円 25,200円

JSAF会員
限定価格 （税込）

（軽減コース）

●最新の講習会日程については、KAZIホームページをご覧頂くか、KAZIマリンスクールまでお問い合わせください。 ●各回定員になり次第締切となります。 ●申込書をご送付いただい
た場合でもお断りする場合があります。 ●受講料入金時をもって正式申込みとさせていただきます。 ●完全予約・定員締切制のため正式申込み後の日程変更および返金はできません。

[ 会場 ]   ゼミナールプラザ第三会議室
名古屋市中区正木 3-7-15
[ 定員 ]    40名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2013.4.21（日）
AM9:00 – PM6:30

第35回
名古屋

教室

[ 会場 ]   LMJ 東京研修センター 5F 特大会議室
東京都文京区本郷 1-11-4 小倉ビル（東京ドーム近く）
[ 定員 ]    50名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2013.3.24（日）
AM9:00 – PM6:30

第34回
東京
教室

[ 会場 ]   LMJ 東京研修センター 3F 大会議室
東京都文京区本郷 1-11-4 小倉ビル（東京ドーム近く）
[ 定員 ]    50名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2013.1.27（日）
AM9:00 – PM7:30

第20回
東京
教室

[ 会場 ]   此花会館 402、403号
大阪市此花区西九条 5-4-24
[ 定員 ]    50名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2013.2.24（日）
AM9:00 – PM7:30

第21回
大阪
教室

FAX 045-544-5813JSAF外洋安全委員会

必ず
JSAFメンバー
専用申込書と
お伝え下さい。
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お支払はカード、
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JSAF外洋安全委員会にお申し込み
後、KAZIマリンスクールより受付
確認の連絡を入れさせていただきま
す。その際にお支払方法をご指定く
ださい。各種クレジットカード、銀
行振込、現金書留でのお支払がご
利用いただけます。また、システム
KAZI会員の方はシステムKAZI自動
引き落としもご利用いただけます。

お申し込みは、
ファックスで、
JSAFまで

第3級海上特殊無線技士 第2級海上特殊無線技士

（免許申請料、教科書代含む）
国際VHF、5Wまでの運用ができる資格です。1日6時間の講
習を受講し、修了試験に合格すると資格を取得できます。どな
たでも受講出来ます。

お申し込みには、JSAF会員限定の
専用申込書が必要です。専用申込
書はJSAFホームページからダウン
ロードするか、KAZIマリンスクール
までお電話でご請求ください。

お申し込みには、JSAF会員限
定の専用申込書に必要事項を
ご記入いただき、JSAF外洋
安全委員会までFAXにてお申
し込み下さい。

jsaf-anzen.jp/1-7-2.html
JSAF外洋安全委員会ホームページ

TEL 03-3434-0941
KAZIマリンスクール

FAX 045-544-5813

［受講料］ 

［お問い合わせ・申込用紙請求先］ 

JSAF外洋安全委員会
［受講申込みFAX送付先］ 

23,000円 20,700円
JSAF会員
限定価格 （税込）

（免許申請料、教科書代含む）
第2級は国際VHF25WまでとDSCの運用が出来る資格です。
軽減コースは第3級からのステップアップコースで、第3級海上
特殊無線技士資格を持つ人のみ受講可能です。1日7時間の講
習を受講し、終了試験に合格すると資格を取得できます。

［受講料］ 
28,000円 25,200円

JSAF会員
限定価格 （税込）

（軽減コース）

●最新の講習会日程については、KAZIホームページをご覧頂くか、KAZIマリンスクールまでお問い合わせください。 ●各回定員になり次第締切となります。 ●申込書をご送付いただい
た場合でもお断りする場合があります。 ●受講料入金時をもって正式申込みとさせていただきます。 ●完全予約・定員締切制のため正式申込み後の日程変更および返金はできません。

[ 会場 ]   ゼミナールプラザ第三会議室
名古屋市中区正木 3-7-15
[ 定員 ]    40名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2013.4.21（日）
AM9:00 – PM6:30

第35回
名古屋

教室

[ 会場 ]   LMJ 東京研修センター 5F 特大会議室
東京都文京区本郷 1-11-4 小倉ビル（東京ドーム近く）
[ 定員 ]    50名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2013.3.24（日）
AM9:00 – PM6:30

第34回
東京
教室

[ 会場 ]   LMJ 東京研修センター 3F 大会議室
東京都文京区本郷 1-11-4 小倉ビル（東京ドーム近く）
[ 定員 ]    50名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2013.1.27（日）
AM9:00 – PM7:30

第20回
東京
教室

[ 会場 ]   此花会館 402、403号
大阪市此花区西九条 5-4-24
[ 定員 ]    50名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2013.2.24（日）
AM9:00 – PM7:30

第21回
大阪
教室

FAX 045-544-5813JSAF外洋安全委員会

必ず
JSAFメンバー
専用申込書と
お伝え下さい。
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「想定外」というめったに耳にするはずのない言
葉が、このところ頻繁に用いられるようになりま
した。このやっかいな「複雑系」の問題に対する
ツールも研究されていて、「適切なトレードオフの
模索」という手法があるそうです。複雑系は予
測もつかないような変化や偏りが生じるので、
対応するには多種多様な人材を組織に確保す
る、交渉力も伴う大きな作業なのですが･･････

「第77回全日本学生ヨット選手権」（11月１～４日、滋
賀県大津市柳が崎ヨットハーバー）で総合優勝を果た
した同志社大チームの喜びの1シーン。来年は兵庫県
西宮で開催される。（写真／平井淳一）

　巴工業　山本光学　ラジエ工業　㈱ジェイ・ウィル・パートナーズ　医療法人健育会　　
中村興業㈲　㈱TESホールディングス　㈱ヘルスケアシステムズ　アビームコンサルティング㈱

ロンドン募金 寄付・協賛社

JFEホールディングス㈱　ヤンマー㈱　　　㈱トーヨーアサノ　㈱ノエビア・ホールディングス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　テクノヒル　㈱　　

環境キャンペーン・協賛社 外洋キャンペーン・協賛社

www.jsaf.or.jp

メッセージ

広報委員会　J-SAILING編集人　柳澤康信

平成24年度賛助会員

ハイ・ファースト産業（株）

東京夢の島マリーナ
スバル興業（株）

NO.98

株式会社宅配

ＮＰＯ法人福岡セーリング協会

マリンサービス児嶋

（株）グロリアツアーズ

5月のISAF会議で「想定外」のカイトボードの
採用議決は、11月に行われた年次総会で未曾
有の「想定外」でウィンドサーフィンに戻されまし
た。その陰にはISAFカウンシルメンバーでもあ
る大谷たかを氏をはじめクラス協会、国際委員
会などJSAF関係者の他国への働きかけなどの
大きな作業によるものでした。皆さんの交渉力
に敬意を表します。
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